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『
児
戯
笑
談
』
（
寛
延
二
年
刊
）
は
近
世
中
期
に
活
躍
し
た
庶
民
教
導
家
、
中

村
三
近
子
の
作
品
で
あ
る
。
徳
川
吉
宗
の
改
革
に
よ
っ
て
庶
民
教
化
の
機
運
が
高

ま
っ
た
享
保
年
間
、
佚
斎
樗
山
の
よ
う
な
談
義
本
の
嚆
矢
と
も
い
わ
れ
る
人
物
が

登
場
し
た
こ
と
は
、
は
や
く
三
田
村
鳶
魚
『
教
化
と
江
戸
文
学
』
（
大
東
出
版
社
、

一
九
四
二
年
）
で
も
言
及
さ
れ
る
が
、
こ
の
他
に
も
、
京
で
神
道
講
釈
を
行
っ
た

増
穂
残
口
や
俳
人
常
盤
潭
北
、
本
論
で
後
に
言
及
す
る
大
坂
の
田
中
友
水
子
な
ど
、

数
多
く
の
庶
民
教
導
家
が
登
場
す
る
。
そ
の
中
の
一
人
が
京
で
庶
民
教
導
に
精
を

尽
く
し
た
中
村
三
近
子
で
あ
る
。 

中
村
三
近
子
。
京
都
の
人
。
号
絅け

い

錦き
ん

斎さ
い

、
称
平
吾
、
名
一
蒼
、
通
称
勘
介
、
一

時
名
を
一
載
と
し
た
。
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
、
平
姓
、
式
部
少
輔
の
家
に

生
ま
れ
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
没
す
る
。
幼
少
期
に
山
崎
闇
斎
に
師
事
し
、

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
頃
か
ら
二
年
ほ
ど
尾
張
に
出
仕
し
た
後
、
京
で
三
近
堂

な
る
私
塾
を
開
い
た
と
み
ら
れ
る
。
『
類
聚
名
物
考
』
（

1
）

に
は 

 

三
近
子 

●
享
保
の
比
、
京
都
の
士
な
り
。
中
村
平
五
と
云
ふ
。
三
近
子
は

別
號
也
。
又
は
絅
錦
齋
と
も
云
へ
り
。
印
章
に
楊
居
家
印
と
云
ふ
四
字
有
り
。

柳
の
馬
場
に
家
有
し
か
、
節
用
集
の
作
な
り
。
道
の
紀
も
有
り
、
寺
子
屋
な

と
に
て
も
有
し
歟
。
俗
儒
歟
。 

 

と
寺
子
屋
の
師
と
し
て
も
紹
介
さ
れ
、
著
作
は
節
用
集
の
類
や
随
想
風
教
訓
書
な

ど
三
〇
点
近
く
に
上
る
。 

三
近
子
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
「
静
観
房
ま
で―

談
義
本
研
究
（
五
）
」（
『
戯

作
研
究
』
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
（
初
出
は
「
樗
山
以
後
、
静
観
坊
ま
で
」

（
『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
五
集
、
一
九
七
三
年
）
）
が
そ
の
著
作
の
概
観
を
示

し
、
和
田
光
弘
が
一
連
の
論
考
の
中
で
、
教
育
・
思
想
史
的
観
点
か
ら
三
近
子
の

庶
民
教
導
論
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
両
氏
が
指
摘
す
る
三
近
子
の
特
徴
的
な

思
想
が
「
善
念
」
で
あ
る
。 

「
善
念
」
と
は
、
明
か
ら
伝
わ
り
、
荻
生
徂
徠
が
和
点
を
施
し
た
『
六
諭
衍
義
』

に
現
れ
る
語
で
あ
る
。
三
近
子
は
そ
れ
を
「
す
べ
て
の
人
々
に
備
わ
る
善
を
嚙
み

分
け
る
心
」
と
解
釈
し
、
談
義
説
法
や
教
訓
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
、
「
善
念
」
が

発
揮
さ
れ
る
と
、
学
問
、
孝
行
、
尊
敬
、
和
睦
等
の
善
事
に
つ
な
が
る
と
自
ら
の

教
化
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
教
化
対
象
を
卑
賤
に
広
げ
た
の
が
『
児
戯
笑
談
』

で
あ
っ
た
。
『
児
戯
笑
談
』
で
三
近
子
は
す
べ
て
の
人
が
「
善
念
」
を
有
す
る
「
善

人
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
卑
賤
の
学
問
の
可
能
性
や
必
要
性
を
説
く
。
の
ち

の
絵
本
『
絵
本
清
水
の
池
』
に
贈
っ
た
序
文
を
見
て
も
、
三
近
子
が
卑
賤
の
教
訓

に
特
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
だ
け
の
著
作
を
残
し
た
三

近
子
が
示
す
庶
民
教
化
論
は
、
石
門
心
学
と
も
近
接
し
な
が
ら
、
独
自
の
展
開
を

見
せ
る
。
吉
宗
政
権
の
教
化
政
策
が
興
隆
し
た
近
世
中
期
に
、
そ
の
教
化
政
策
は

い
か
に
し
て
受
容
さ
れ
た
の
か
。
思
想
、
そ
し
て
教
訓
色
の
強
い
談
義
本
な
ど
の

文
学
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
『
児

戯
笑
談
』
は
そ
の
一
端
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
翻
刻
す
る
に
足
る
資
料
で
あ

ろ
う
。 

 

以
下
底
本
の
書
誌
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

 

●
底
本
書
誌 

【
所
蔵
】
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
読
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

（
読
本
Ⅱ
‐
4
／

寛
延
2
／
ナ
‐
1
‐
1
～
4
） 

【
巻
冊
】
四
巻
四
冊
。 

【
刊
写
】
刊
。 

【
書
型
】
半
紙
本
。
縦
二
二
、
四
糎
×
横
一
五
、
七
糎 

【
表
紙
】
紺
色
無
地
。
原
装
。 

【
題
簽
】
「
児
戯
笑
談 

児
（
～
談
）
」
。
刷
題
簽
、
子
持
ち
枠
、
左
肩
貼
付
、 

原
装
。 

【
序
文
】
「
児
戯
笑
談
序
」
寛
延
己
巳
冬
十
月 

鈍
全 

【
内
題
】
「
児
戯
笑
談
巻
之
一
（
～
四
）
」 

全
巻
二
行
目
下
に
「
中
村
平
吾
三
近
子
撰
」 

【
尾
題
】
「
児
戯
笑
談
巻
之
一
（
～
四
）
終
」 

【
跋
文
】
な
し 

【
刊
記
】
寛
延
二
年
巳
霜
月 

江
戸
通
本
町
三
丁
目 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
村
源
六 

京
堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
村
市
郎
右
衛
門 

【
広
告
】
「
射
法
一
流
」
「
六
諭
衍
義
大
意
」
な
ど
全
四
十
一
点 

 
 

 
 

 

末
尾
に
「
京
都
書
林 

西
村
市
郎
右
衛
門
」 

 
 

 
 

 

最
終
丁
頭
に
「
中
村
三
近
子
選
述 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

俗
字
指
南
車 

全
一
冊 

板
行
出
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
諭
衍
義
小
意 

三
冊 

同
出
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

児
戯
笑
談
外
篇 

四
冊 

追
而
板
行
」 

【
構
成
】
巻
一 

序
文
二
丁
、
本
文
一
九
丁 

 
 

 
 

 

巻
二 

本
文
一
七
丁 

 
 

 
 

 

巻
三 

本
文
一
七
丁 

 
 

 
 

 

巻
四 

本
文
一
七
丁
、
広
告
一
丁
、
刊
記
一
丁 

【
匡
郭
】
四
周
単
辺 

【
柱
刻
】
「
児
戯
笑
談
巻
一
（
～
四
）
」 

 
  
 

 
 

 

注 
 

（
1
）
山
岡
浚
明
編
、
宝
暦
三
年
～
安
永
九
年
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
類
書
。
（
古
典
文
学
大
事

典
第
6
巻
）
引
用
は
、
歴
史
図
書
社
『
類
聚
名
物
考
1
』
巻
四
十
二 

人
物
部
十
一 

名

家
儒
術 

昭
和
四
十
九
年
、
七
〇
三
頁
に
よ
り
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。 
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入
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。
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独
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）
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刷
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簽
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持
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左
肩
貼
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原
装
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序
文
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「
児
戯
笑
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序
」
寛
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冬
十
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児
戯
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～
四
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全
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下
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霜
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右
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「
射
法
一
流
」
「
六
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四
十
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に
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京
都
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右
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門
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全
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三
冊 

同
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構
成
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、
本
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本
文
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七
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本
文
一
七
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本
文
一
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丁
、
広
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一
丁
、
刊
記
一
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匡
郭
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一
（
～
四
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山
岡
浚
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凡 

例 

 

一
、
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
、
濁
点
、
半
濁
点
を
付
し
た
。 

一
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

一
、
畳
字
は
「
ゝ
」
「
ゞ
」
「
々
」
等
で
表
し
、
二
字
以
上
は
「
〳
〵
」
「
〴
〵
」

で
表
し
た
。 

一
、
ル
ビ
と
送
り
仮
名
の
一
部
が
重
複
し
て
い
る
箇
所
は
そ
の
ま
ま
翻
字
し
た
。 

一
、
本
文
・
ル
ビ
中
の
不
審
箇
所
に
は
、
ル
ビ
中
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。 

一
、
本
文
・
ル
ビ
の
う
ち
、
虫
食
い
に
よ
っ
て
判
読
不
能
な
箇
所
は
架
蔵
本
『
児

戯
笑
談 

戯
』
（
刊
記
不
明
）
に
て
補
っ
た
。 

一
、
丁
う
つ
り
は
、
」
（
丁
数
・
オ
／
ウ
）
と
し
、
原
則
底
本
の
丁
付
に
従
っ
た
。 

一
、
敬
意
を
示
す
闕
字
は
反
映
し
て
い
な
い
。 

一
、
漢
字
に
濁
点
が
あ
り
、
か
つ
ル
ビ
の
無
い
も
の
に
は
、
ル
ビ
の
位
置
に
（ 

）

を
付
し
、
ひ
ら
が
な
で
読
み
を
記
し
た
。 

      

児
戯
笑
談
序 

三
教
四
庫
の
書
は
さ
ら
也
、
詩
歌
諸
芸
の
巻
々
、
大
和
唐
土
む
な
き
に
み
ち
、
牛

に
あ
せ
す
る
事
い
ふ
も
ふ
る
し
。
其
書
籍
こ
と
に
序
な
き
は
ま
れ
也
。
三
近
子
の

あ
め
る
理
会
集
の
は
し
に
一
言
を
か
う
ふ
ら
し
め
よ
、
と
す
ゝ
め
ら
れ
、
辞
す
る

も
か
へ
り
て
お
こ
が
ま
し
く
、
ま
づ
、
一
覧
の
一
冊
に
始
終
を
し
は
か
ら
れ
、
面

白
草
と
名
づ
け
給
は
ん
哉
、
と
た
は
む
れ
け
れ
ば
、
は
や
児
戯
笑
談
と
題
せ
し
よ

し
を
聞
、
例
の
興
吟
を
書
付
る
の
み
。 

す
み
濁
り
世
の
も
の
す
き
は
題
号
の
ゑ
い
と
あ
し
と
に
さ
う
ら
ふ
の
水 

寛
延
己
巳
冬
十
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

鈍
全
□印
（
「
蘭
」
） 

   
 

 
 

 

本 

文 

 

児
戯
笑
談
巻
之
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
平
吾
三
近
子
撰 

学が
く

問も
ん

と
い
ふ
物
、
万ま

ん

巻
く
わ
ん

の
書
を
積つ

み

な
ら
べ
て
見
る
を
学
問
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

た
と
ひ
百
年
の
星と

し

霜つ
き

を
経へ

て

普
あ
ま
ね
く

く
見
亘わ

た

し
た
り
と
も
労ら

う

し
て
功
な
し
。
米
を
粒り

う

々〳
〵

磨と
き

精し
ら

げ
る
が
如
し
。
一ひ

と

臼う
す

に
壱
斗
の
米
は

凡
を
よ
そ

五
六
十
万
粒
も
有
べ
し
。
杵き

ね

の
数か

ず

二
三
百
度
に
て
、
粒り

う

々〳
〵

ま
ん
べ
ん
に

精
し
ら
げ

と
な
る
。
古
人
の
書
一
書
な
り
と
も
杵
に

し
て
見
る
な
ら
ば
、
百
万
巻
の
書
と
も
い
へ
、
み
な
融ゆ

通づ
う

し
て
片か

た

行ゆ
き

は
有
ま
じ
。
太た

い

平へ
い

御ご

覧ら
ん

・
文ぶ

ん

献け
ん

通つ
う

考か
う

・
百

ひ
や
く

川せ
ん

学が
く

海か
い

・
三さ

ん

才さ
い

図づ

会ゑ

・
通つ

う

史し

な
ど
の
書
を
見
よ
。
皆
頬ほ

う

を
」
（
1
・
オ
）
顔か

ほ

へ
直な

を

し
た
る
ご
と
く
、
文
字
の
居を

き

所
ど
こ
ろ

を
替か

へ

た
る
ま
で
な
り
。

見
ず
と
も
事
の
欠か

く

べ
き
品し

な

に
あ
ら
ず
。 

古
よ
り

膠
こ
と
ぢ
に

レ

柱
に
か
わ
す
る

と
い
ふ
語ご

あ
り
。

柱
こ
と
ぢ

は
十
三
の
駒こ

ま

あ
り
て
、
あ
な
た
こ

な
た
へ
う
つ
し
て
音ね

を
と
り
、
調て

う

子し

を
合
す
る
物
也
。
膠

に
か
わ

を
付
て
お
け
ば
、
調て

う

子し

く
る
ふ
て
琴こ

と

に
あ
ら
ず
。
人に

ん

間げ
ん

の

生
む
ま
れ

稟つ
き

に
は
賢け

ん

愚ぐ

智ち

鈍ど
ん

を
は
じ
め
、
得ゑ

手て

不ふ

得ゑ

手て

避す

愛き

禁
き
ら
ひ

百
千
万
差し

や

あ
り
。
そ
れ
に
い
か
に
善ぜ

ん

事じ

な
れ
ば
と
て
、

生
む
ま
れ

質つ
き

の
目
か
り

も
な
く
、
め
つ
そ
う
に
学
問
を
せ
よ
〳
〵
と
せ
こ
を
入
る
ゝ
時
は
、
善
事
が
う
る

さ
く
な
り
て
、
結け

つ

句く

邪
よ
こ
し
ま

に
な
る
べ
し
。
無
二
無
三
に
学
問
を
す
ゝ
む
れ
ば
、
柱

こ
と
ぢ

に

膠
に
か
わ

し
て
調
子
の

違
た
が
ふ

」
（
1
・
ウ
）
が
ご
と
し
。 

元も
と

よ
り
学が

く

問も
ん

の
道
、
四し

書し
よ

六り
く

経け
い

の
文も

ん

義ぎ

を
さ
と
し
、
古こ

事じ

来ら
い

歴れ
き

を
よ
く
覚お

ぼ

え
、

古
人
の
行か

う

跡せ
き

に
の
つ
と
り
、
能よ

く

節せ
つ

義ぎ

を
守ま

も

る
を
学が

く

問も
ん

と
い
ふ
事
、
是
は
何
か
あ
ら

ん
。
無む

上
じ
や
う

の
学
問
と
い
ふ
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
さ
や
う
の
綿
密

め
ん
み
つ

の
学
問
は
、
百

人
が
九
十
八
人
も
つ
と
め
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
畢

竟

ひ
っ
き
や
う

せ
ま
く
し
て
、
諸
人
の
た
め
に

成
が
た
し
。
人
間
に
は
相さ

う

応を
う

に
と
り
ゑ
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
其
と
り
ゑ
あ
る
所
よ

り
身み

を
脩を

さ

め
、
生せ

い

理り

を

勤
つ
と
む

る
す
ぢ
、
得と

く

心し
ん

す
べ
き
お
し
へ
か
た
有
」
（
2
・
オ
）

べ
し
。
い
か
な
る
姥う

ば

嚊か
ゝ

の
茶ち

や

の
み
付
合
に
も
、
某そ

ん

所じ
よ

そ
の
子
息

む

す

こ

は
だ
ま
り
も
の
に

て
、
親を

や

に
孝か

う

行〳
〵

で
性せ

う

が
よ
い
と
い
へ
ば
、
座ざ

中ち
う

の
男な

ん

女に
よ

も
よ
い
事
は

魂
た
ま
し
ゐ

に
よ
い

と
し
る
が

平
び
や
う

等ど
う

ゆ
へ
、
誰た

れ

々〳
〵

も
是
を
聞き

い

て
心
中
に
う
ら
や
ま
し
く
お
も
ふ
所
は
、

人
々
す
べ
て
、
善ぜ

ん

念ね
ん

を
そ
な
へ
し
ゆ
へ
な
り
。
其
善ぜ

ん

念ね
ん

を
事じ

々ゝ
物も

つ

々〳
〵

に
う
つ
す
や

う
に

心
こ
ゝ
ろ

得へ

た
る
時
は
、
是
直す

ぐ

に
学
問
也
。 

夷ゐ

中な
か

も
の
は
、

生
む
ま
れ

質つ
き

律り
つ

儀ぎ

に
し
て

偽
い
つ
わ

り
な
し
。
知
れ
る
人
の
家い

へ

に
、
奥お

く

丹た
ん

波ば

よ
り
は
じ
め
て
京
へ
の
ぼ
り
た
る

百
ひ
や
く

性
し
や
う

の

客
き
や
く

あ
り
。
長
兵
衛
と
な
ん
い
ひ
し
と

ぞ
。
」
（
2
・
ウ
）
今
日

け

ふ

は
日
和

ひ

よ

り

も
よ
し
と
て
、
か
の
長
兵
衛
を
四
条で

う

が
は
ら
の
芝し

ば

居ゐ

へ
や
り
け
り
。
そ
の
時
分
、
大を

ゝ

友と
も

の
真ま

鳥と
り

の
狂け

う

言げ
ん

、
殊こ

と

に
大
あ
た
り
に
て
、
狂け

う

言げ
ん

な

が
く
、
長
兵
衛
も
日
ぐ
れ
過
に
か
へ
れ
り
。
宿や

ど

の
亭て

い

主し
ゆ

が
、
長
兵
衛
殿
は
い
か
ふ

お
そ
く
帰か

へ

り
給
ふ
と
云
け
れ
ば
、
さ
れ
ば
其
事

候
（
ぞ
ろ
）

。
国
も
よ
く

治
お
さ
ま

り
て
、
何
の

事
も
な
か
り
し
時
、
す
み
前ま

へ

髪が
み

の
男
い
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
国
も
み
だ
れ
、
も
ん
だ

い
も
な
く
入い

り

組く
み

候
ゆ
へ
、
か
や
う
に
暮く

れ

に
及を

よ

び
た
り
。
角す

み

前ま
へ

髪が
み

さ
へ
出い

で

申
さ
ね
ば
、

我わ
れ

々〳
〵

も
は
や
く
四
つ
時
に
は
か
へ
り
申
に
て
候
、
と
語か

た

り
」
（
3
・
オ
）
し
と
ぞ
。

田
舎

ゐ

な

か

の
風
俗

ふ
う
ぞ
く

お
か
し
き
は
な
し
の
や
う
な
れ
ど
も
、
か
く
の
ご
と
く
質し

っ

素そ

淳
じ
ゆ
ん

直
ち
よ
く

な
る
所
に
思し

慮り
よ

を
付
れ
ば
、
善ぜ

ん

に
す
ゝ
む
の
学
問
の
一い

つ

端た
ん

と
い
ふ
べ
し
。 

尺せ
き

蠖
く
わ
く

之の

屈
か
ゞ
め
る
は

欲

の
び
ん
こ
と
を

レ

伸
ほ
つ
す

と
い
ふ
て
、
喩

た
と
へ

ば

尺
し
や
く

と
り
虫む

し

の
背せ

を
立
て
ゝ
屈か

ゞ

む
は
、
伸の

び

て
先さ

き

へ
前す

ゝ

み
ゆ
か
ん
が
た
め
な
り
。
人
間
の
万
事
屈
伸

く
つ
し
ん

の
外
な
し
。
俚り

諺げ
ん

に
、
一
寸
伸の

び

れ
ば
尋ひ

ろ

伸
る
と
い
へ
り
。
易ゑ

き

に
吉き

つ

凶け
う

悔
く
わ
い

吝り
ん

を
い
ひ
て
、
人
生

じ
ん
せ
い

の
万

事
吉き

つ

は
一
に
し
て
凶け

う

は
三
つ
と
い
へ
ど
も
、
克よ

く

た
ち
か
へ
り
て
工く

夫ふ
う

を
付
れ
ば
、

吉
に
し
て
伸の

ぶ

る
方
は
多お

ゝ

く
、
凶け

う

に
し
て
屈か

ゞ

む
方
は
す
く
な
し
と
見
え
た
り
。
」（
3
・

ウ
）
雨う

天て
ん

三
日
つ
ゞ
け
ば
、
諸
人

慵
も
の
う

く
思
ひ
、
十
日
の

快
く
わ
い

晴せ
い

に
は
い
さ
ゝ
か
気

を
屈
す
る
人
な
し
。
人
間
の
盛せ

い

衰す
い

常つ
ね

に
屈か

ゞ

ん
で
伸の

び

る
事
は
希ま

れ

な
り
、
と
思
へ
共
、
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し
て
見
る
な
ら
ば
、
百
万
巻
の
書
と
も
い
へ
、
み
な
融ゆ

通づ
う

し
て
片か

た

行ゆ
き

は
有
ま
じ
。
太た

い

平へ
い

御ご

覧ら
ん

・
文ぶ

ん

献け
ん

通つ
う

考か
う

・
百

ひ
や
く

川せ
ん

学が
く

海か
い

・
三さ

ん

才さ
い

図づ

会ゑ

・
通つ

う

史し

な
ど
の
書
を
見
よ
。
皆
頬ほ

う

を
」
（
1
・
オ
）
顔か

ほ

へ
直な

を

し
た
る
ご
と
く
、
文
字
の
居を

き

所
ど
こ
ろ

を
替か

へ

た
る
ま
で
な
り
。

見
ず
と
も
事
の
欠か

く

べ
き
品し

な

に
あ
ら
ず
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古
よ
り

膠
こ
と
ぢ
に

レ

柱
に
か
わ
す
る

と
い
ふ
語ご

あ
り
。

柱
こ
と
ぢ

は
十
三
の
駒こ

ま

あ
り
て
、
あ
な
た
こ

な
た
へ
う
つ
し
て
音ね

を
と
り
、
調て

う

子し

を
合
す
る
物
也
。
膠

に
か
わ

を
付
て
お
け
ば
、
調て

う

子し

く
る
ふ
て
琴こ

と

に
あ
ら
ず
。
人に

ん

間げ
ん

の

生
む
ま
れ

稟つ
き

に
は
賢け

ん

愚ぐ

智ち

鈍ど
ん

を
は
じ
め
、
得ゑ

手て

不ふ

得ゑ

手て

避す

愛き

禁
き
ら
ひ

百
千
万
差し

や

あ
り
。
そ
れ
に
い
か
に
善ぜ

ん

事じ

な
れ
ば
と
て
、

生
む
ま
れ

質つ
き

の
目
か
り

も
な
く
、
め
つ
そ
う
に
学
問
を
せ
よ
〳
〵
と
せ
こ
を
入
る
ゝ
時
は
、
善
事
が
う
る

さ
く
な
り
て
、
結け

つ

句く

邪
よ
こ
し
ま

に
な
る
べ
し
。
無
二
無
三
に
学
問
を
す
ゝ
む
れ
ば
、
柱

こ
と
ぢ

に

膠
に
か
わ

し
て
調
子
の

違
た
が
ふ

」
（
1
・
ウ
）
が
ご
と
し
。 

元も
と

よ
り
学が

く

問も
ん

の
道
、
四し

書し
よ

六り
く

経け
い

の
文も

ん

義ぎ

を
さ
と
し
、
古こ

事じ

来ら
い

歴れ
き

を
よ
く
覚お

ぼ

え
、

古
人
の
行か

う

跡せ
き

に
の
つ
と
り
、
能よ

く

節せ
つ

義ぎ

を
守ま

も

る
を
学が

く

問も
ん

と
い
ふ
事
、
是
は
何
か
あ
ら

ん
。
無む

上
じ
や
う

の
学
問
と
い
ふ
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
さ
や
う
の
綿
密

め
ん
み
つ

の
学
問
は
、
百

人
が
九
十
八
人
も
つ
と
め
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
畢

竟

ひ
っ
き
や
う

せ
ま
く
し
て
、
諸
人
の
た
め
に

成
が
た
し
。
人
間
に
は
相さ

う

応を
う

に
と
り
ゑ
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
其
と
り
ゑ
あ
る
所
よ

り
身み

を
脩を

さ

め
、
生せ

い

理り

を

勤
つ
と
む

る
す
ぢ
、
得と

く

心し
ん

す
べ
き
お
し
へ
か
た
有
」
（
2
・
オ
）

べ
し
。
い
か
な
る
姥う

ば

嚊か
ゝ

の
茶ち

や

の
み
付
合
に
も
、
某そ

ん

所じ
よ

そ
の
子
息

む

す

こ

は
だ
ま
り
も
の
に

て
、
親を

や

に
孝か

う

行〳
〵

で
性せ

う

が
よ
い
と
い
へ
ば
、
座ざ

中ち
う

の
男な

ん

女に
よ

も
よ
い
事
は

魂
た
ま
し
ゐ

に
よ
い

と
し
る
が

平
び
や
う

等ど
う

ゆ
へ
、
誰た

れ

々〳
〵

も
是
を
聞き

い

て
心
中
に
う
ら
や
ま
し
く
お
も
ふ
所
は
、

人
々
す
べ
て
、
善ぜ

ん

念ね
ん

を
そ
な
へ
し
ゆ
へ
な
り
。
其
善ぜ

ん

念ね
ん

を
事じ

々ゝ
物も

つ

々〳
〵

に
う
つ
す
や

う
に

心
こ
ゝ
ろ

得へ

た
る
時
は
、
是
直す

ぐ

に
学
問
也
。 

夷ゐ

中な
か

も
の
は
、

生
む
ま
れ

質つ
き

律り
つ

儀ぎ

に
し
て

偽
い
つ
わ

り
な
し
。
知
れ
る
人
の
家い

へ

に
、
奥お

く

丹た
ん

波ば

よ
り
は
じ
め
て
京
へ
の
ぼ
り
た
る

百
ひ
や
く

性
し
や
う

の

客
き
や
く

あ
り
。
長
兵
衛
と
な
ん
い
ひ
し
と

ぞ
。
」
（
2
・
ウ
）
今
日

け

ふ

は
日
和

ひ

よ

り

も
よ
し
と
て
、
か
の
長
兵
衛
を
四
条で

う

が
は
ら
の
芝し

ば

居ゐ

へ
や
り
け
り
。
そ
の
時
分
、
大を

ゝ

友と
も

の
真ま

鳥と
り

の
狂け

う

言げ
ん

、
殊こ

と

に
大
あ
た
り
に
て
、
狂け

う

言げ
ん

な

が
く
、
長
兵
衛
も
日
ぐ
れ
過
に
か
へ
れ
り
。
宿や

ど

の
亭て

い

主し
ゆ

が
、
長
兵
衛
殿
は
い
か
ふ

お
そ
く
帰か

へ

り
給
ふ
と
云
け
れ
ば
、
さ
れ
ば
其
事

候
（
ぞ
ろ
）

。
国
も
よ
く

治
お
さ
ま

り
て
、
何
の

事
も
な
か
り
し
時
、
す
み
前ま

へ

髪が
み

の
男
い
で
ゝ
、
そ
れ
よ
り
国
も
み
だ
れ
、
も
ん
だ

い
も
な
く
入い

り

組く
み

候
ゆ
へ
、
か
や
う
に
暮く

れ

に
及を

よ

び
た
り
。
角す

み

前ま
へ

髪が
み

さ
へ
出い

で

申
さ
ね
ば
、

我わ
れ

々〳
〵

も
は
や
く
四
つ
時
に
は
か
へ
り
申
に
て
候
、
と
語か

た

り
」
（
3
・
オ
）
し
と
ぞ
。

田
舎

ゐ

な

か

の
風
俗

ふ
う
ぞ
く

お
か
し
き
は
な
し
の
や
う
な
れ
ど
も
、
か
く
の
ご
と
く
質し

っ

素そ

淳
じ
ゆ
ん

直
ち
よ
く

な
る
所
に
思し

慮り
よ

を
付
れ
ば
、
善ぜ

ん

に
す
ゝ
む
の
学
問
の
一い

つ

端た
ん

と
い
ふ
べ
し
。 

尺せ
き

蠖
く
わ
く

之の

屈
か
ゞ
め
る
は

欲

の
び
ん
こ
と
を

レ

伸
ほ
つ
す

と
い
ふ
て
、
喩

た
と
へ

ば

尺
し
や
く

と
り
虫む

し

の
背せ

を
立
て
ゝ
屈か

ゞ

む
は
、
伸の

び

て
先さ

き

へ
前す

ゝ

み
ゆ
か
ん
が
た
め
な
り
。
人
間
の
万
事
屈
伸

く
つ
し
ん

の
外
な
し
。
俚り

諺げ
ん

に
、
一
寸
伸の

び

れ
ば
尋ひ

ろ

伸
る
と
い
へ
り
。
易ゑ

き

に
吉き

つ

凶け
う

悔
く
わ
い

吝り
ん

を
い
ひ
て
、
人
生

じ
ん
せ
い

の
万

事
吉き

つ

は
一
に
し
て
凶け

う

は
三
つ
と
い
へ
ど
も
、
克よ

く

た
ち
か
へ
り
て
工く

夫ふ
う

を
付
れ
ば
、

吉
に
し
て
伸の

ぶ

る
方
は
多お

ゝ

く
、
凶け

う

に
し
て
屈か

ゞ

む
方
は
す
く
な
し
と
見
え
た
り
。
」（
3
・

ウ
）
雨う

天て
ん

三
日
つ
ゞ
け
ば
、
諸
人

慵
も
の
う

く
思
ひ
、
十
日
の

快
く
わ
い

晴せ
い

に
は
い
さ
ゝ
か
気

を
屈
す
る
人
な
し
。
人
間
の
盛せ

い

衰す
い

常つ
ね

に
屈か

ゞ

ん
で
伸の

び

る
事
は
希ま

れ

な
り
、
と
思
へ
共
、
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諸
人
足
る
事
を
し
ら
ぬ
ゆ
へ
、
一
生
を

誤
あ
や
ま

り
て
過す

ぐ

る
こ
と
お
ほ
し
。
卑ひ

劣れ
つ

な
る

譬
た
と
へ

な
れ
ど
も
、
此
書し

よ

は
一い

つ

向か
う

下げ

賤せ
ん

の
た
め
の
学
問
教
訓
な
れ
ば
、
上

じ
や
う

品ひ
ん

の
人
に
説と

く

に

あ
ら
ず
。
毎ま

い

年ね
ん

七
月
十
四
日
極
月
晦
日
を
二に

季き

の
際き

わ

と
い
ふ
て
、
借

し
や
く

銭せ
ん

乞こ
ひ

と
い
ふ

商
人

あ
き
ん
ど

家
々

い
へ
〳
〵

に
入
つ
ど
ひ
、
別わ

け

て
大
晦
日

を
ゝ
つ
ご
も
り

の
夜
は
夜
半
過
ま
で
催さ

い

促そ
く

し
て
せ
が
み
立た

て

、

喧け
ん

𠵅𠵅く
わ

た
ら
〴
〵
罵め

詈り

悪
口
、
つ
か
み
」
（
4
・
オ
）
合
て
立
腹
す
る
時
は
、
卑ひ

賤せ
ん

と

し
て
身
も
縮ち

ゞ

ま
り
、
屈か

ゞ

み
て
断だ

ん

末ま
つ

魔ま

の
苦
を
な
し
、
土
の
底そ

こ

へ
も
入
た
き
心こ

ゝ

地ち

す

る
分あ

り

野さ
ま

な
り
。
か
や
う
の
体て

い

を
嵯さ

峨が

の
安あ

ん

入に
う

と
い
へ
る
誹は

い

諧か
い

師し

が 

 

今い
ま

こ
ゝ
に
し
ば
し
死
た
き
年と

し

の
暮く

れ 

卑ひ

賤せ
ん

の

正
し
や
う

直ぢ
き

に
し
て
突つ

き

詰つ
め

た
る
も
の
は
、
此
瀬せ

に
た
へ
か
ね
て
自じ

害が
い

に
及
び
、
縊く

び

れ
て
死
す
る
者
あ
り
。
近ち

か

比ご
ろ

文も
ん

盲も
う

な
る
意い

気き

方か
た

の
こ
り
多
き
事
な
り
。
宿よ

べ

ま
で
果は

た

し

眼
ま
な
こ

に
成
た
る

借
し
や
く

銭せ
ん

こ
ひ
も
、
一
天
開ひ

ら

け
て

元
ぐ
わ
ん

日に
ち

に
な
れ
ば
、
麻あ

さ

上
下
を
い
た

め
付
、
」
（
4
・
ウ
）
先
刻
ま
で
忿い

か

り
た
る
顔
も
せ
ず
、
御
慶
目
出
た
く
若
や
ぎ
給

ふ
と
て
、
ゑ
が
ほ
よ
く
祝
義
を
の
ぶ
。
こ
れ
節
季き

に
は
、
一
日
か
三
時
ば
か
り
の

間
は
屈か

ゞ

む
と
い
へ
ど
も
、
明
れ
ば
長
閑

の

ど

か

に
の
び
〳
〵
と
な
る
、
又
五
十
日
も
百
日

も
伸
る
品
、
こ
れ
一
寸
の
び
れ
ば
尋ひ

ろ

の
び
る
の

理
こ
と
は

り
、
い
や
と
い
は
れ
ず
。
然
れ

ば
、
命
は
も
の
だ
ね
、
暫し

ば

し
の
苦
痛

く

つ

う

を
心し

ん

法ぼ
う

し
て
か
ん
に
ん
す
れ
ば
、
又
天
の
め

ぐ
み
に
あ
ふ
べ
き
事
ぞ
か
し
。
此
屈く

つ

伸し
ん

の
道
理
を
よ
く
〳
〵
学
問
し
て

堪
こ
た
へ

る
が

下
賤

げ

せ

ん

の
道
な
る
べ
し
。
貧ひ

ん

家か

一
飯
の
助た

す

け
な
し
と
」
（
5
・
オ
）
い
へ
ど
も
、
心
を
紊み

だ

さ
ね
ば
、
塩
を
な
め
て
も
七
百
日
は
性せ

い

命
を
た
も
つ
と
い
へ
り
。
其
日
数
の
う
ち

に
は
、
な
ど
か
天
報ぽ

う

の
助た

す

け
な
か
ら
ん
や
。

楠
く
す
の
き

が
水
舟
を
三
百
軒
の
筧と

ゆ

に
な
ら

べ
て
六
十
日
の
間
に
は
、
な
ど
か
雨
降ふ

ら
ざ
ら
ん
や
と
謀は

か

り
し
格か

く

也
。 

大
黒こ

く

恵ゑ

美び

須す

の
両
神
は
福ふ

く

の
神
な
れ
ば
、
朝て

う

夕せ
き

に
灯と

う

明め
う

御み

酒き

な
ど
さ
ゝ
げ
て
、
随ず

い

分ぶ
ん

丹た
ん

誠せ
い

し
て
福
徳
を
祈い

の

る
べ
し
。
遅ち

速そ
く

は
は
か
る
べ
か
ら
ず
。
か
な
ら
ず
納の

ふ

受じ
ゆ

あ

る
べ
し
。
丹た

ん

誠せ
い

に
な
り
て
は
、
曽か

つ

て
む
な
し
か
ら
ざ
る
も
の
也
。
勿も

ち

論ろ
ん

古こ

釈
し
や
く

な
る

人
は
大
黒
神
に
」
（
5
・
ウ
）
福
を
い
の
る
事
、
愚ぐ

痴ち

の
至い

た

り
と
あ
ざ
け
り
。
大
黒

に
む
か
ひ
て
我
身
の
勝
手
づ
く
を

祈
い
の
り

た
り
と
も
、
労ら

う

し
て
功
あ
る
ま
じ
き
と
て
あ

ざ
わ
ら
ふ
人
は
、
一
理
は
聞
え
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
其
見け

ん

識し
き

も
つ
と
も
未び

可か

也
。

諸
人
と
も
に
神
に
勝
手
づ
く
を
い
の
る
は
多お

ゝ

く
は
人
に
害が

い

妨
さ
ま
た
げ

あ
り
て
、
己

お
の
れ

に
益ゑ

き

あ
れ
ど
も
人
に
損そ

ん

が
あ
り
て
、
利
害
平
等

べ
う
ど
う

に
ゆ
き
わ
た
ら
ず
。
恵
美び

須す

大
黒
に
唯た

ゞ

福

を
い
の
る
事
、
第
一
人
に
害が

い

な
し
。
人
に
害
な
き
祈
り
は
仁じ

ん

道ど
う

よ
り
出
る
と
い
へ

り
。
古こ

釈
し
や
く

人
が
身
勝
手
と
笑
へ
ど
も
、
天
下
の
」
（
6
・
オ
）
人
い
づ
れ
か
身
の
勝

手
を
思
は
ざ
る
者
あ
ら
ん
や
。
後
生
ね
が
ひ
、
仏
の
誓せ

い

願
ぐ
わ
ん

に
よ
り
て
、
わ
れ
ら
臨り

ん

終じ
う

に
断だ

ん

末ま
つ

魔ま

の
苦く

患げ
ん

も
な
く
、
す
ぐ
に
安あ

ん

楽ら
く

浄
じ
や
う

土ど

に
成
仏ぶ

つ

す
る
や
う
に
と
い
ふ

は
、
皆
身
の
勝
手
に
あ
ら
ず
し
て
な
ん
ぞ
や
。
善
事
は
も
と
よ
り
盗と

う

賊ぞ
く

を
す
る
も
、

皆
身
の
勝
手
よ
り
す
る
事
な
る
べ
し
。
同
じ
身
勝
手
な
ら
ば
、
他
人
に
少
も

妨
さ
ま
た
げ

の

な
き
大
黒
神
に
い
の
り
て
、
上
見
ぬ
鷲わ

し

と
さ
か
へ
た
ら
ば
、
中
々
お
も
し
ろ
か
る

べ
し
。 

梅
干
の
は
な
し
を
聞
ば
、
忽

た
ち
ま

ち
口
に
津
涎
が
た
ま
る
。
」
（
6
・
ウ
）
是
を
感か

ん

通つ
う

と
い
へ
り
。
む
か
い
に
離は

な

れ
居
る
人
の
口
上
に
唾つ

が
た
ま
る
と
い
ふ
物
は
、
梅
干

は
酸す

い

と
い
ふ
実
が
有
ゆ
へ
、
端た

ん

的て
き

に
感
通
す
。
こ
れ
を
梅
酸さ

ん

の
渇か

つ

と
名
づ
く
。
軍

事
は
元
よ
り
平
日
急
所
に
は
し
る
に
、
息
絶

い
き
ゞ
れ

の
時
梅
干
を
思
へ
ば
、
そ
の
ま
ゝ
口

中
に
う
る
ほ
ひ
出
来
る
事
、
菅か

ん

神じ
ん

の
発は

つ

明め
い

し
給
ふ
よ
り
お
こ
れ
り
。
殊
に
天
神
は

梅
を
好こ

の

ま
せ
給
ひ
、
塩ゑ

ん

梅ば
い

の
臣
と
も
仰あ

ふ

ぎ
奉
り
し
故
に
、
丹
誠
の
実
を
以
て
祈い

の

れ

ば
、
梅
酸
の
口
に
う
つ
り
て
感
通
利
生
、
端
的
な
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
」
（
7
・

オ
）
神
前
に
は
鏡
を
か
け
て
、
邪じ

や

生
し
や
う

曲
き
よ
く

直
ち
よ
く

を
示
す
。
か
ゞ
み
は
向
は
ね
ば
う
つ

ら
ず
。
梅
干
は
向
ふ
に
及
ば
ず
。
臥ふ

し

て
居
な
が
ら
一
念ね

ん

思
ひ
出
し
て
も
、
其
ま
ゝ

う
つ
り
て
津
の
た
ま
る
を
理の

み

会こ
む

べ
し
。
此
実
と
い
ふ
物
を

慮
お
も
ん
ぱ
か

る
が
学
問
に
し
て
、

外
に

需
も
と
む

る
事
に
あ
ら
ず
。
い
と
た
ふ
と
き
事
也
。 

人
間
に
お
し
な
べ
て
一
代
の

守
ま
も
り

本ほ
ん

尊ぞ
ん

と
い
ふ
が
有
て
、
其
身
を
守し

ゆ

護ご

し
給
ふ
の

よ
し
也
。
是
程
た
し
か
な
る
守
護
は
有
べ
か
ら
ず
。
殊
に
大
日
不
動

観
く
わ
ん

音お
ん

普
賢
な

ど
い
へ
る
奇す

ぐ

れ
た
る
一
枚
看
板
の
仏
」（
7
・
ウ
）
菩ぼ

薩さ
つ

た
ち
が
乗
う
つ
り
て
付つ

き

添そ
ひ

給

ふ
に
、
い
か
な
れ
ば
悪あ

く

逆
ぎ
や
く

不
道
を
な
し
、
家や

ゝ

焼き

人
殺
盗
賊
蜜み

つ

夫ぷ

な
ど
い
ふ
大
そ
れ

た
る
事
を
仕
出
し
、
多た

病べ
う

早そ
う

世せ
い

貧ひ
ん

苦く

横わ
う

難な
ん

の
不
幸
の
か
ぎ
り
な
し
。
こ
れ
ら
を
守
本ほ

ん

尊ぞ
ん

と
し
て
見
給
ひ
な
が
ら
、
き
よ
ろ
り
と
し
て
居
給
ひ
、
今
は
こ
ふ
よ
と
見
へ
し

場
も
極す

く

は
ず
、
む
な
し
く
見
の
が
し
に
し
給
ふ
事
、
何
を
守
り
給
ふ
事
ぞ
。
不
審し

ん

は

れ
が
た
し
。
人
間
に
て
も
、
或
は
喧け

ん

𠵅𠵅く
わ

口こ
う

論ろ
ん

の
場
に
行
か
ゝ
り
て
は
、
双
方
無
事

に
取
納
め
、
武
士
た
る
も
の
は
時
宜
に
よ
り
て
」
（
8
・
オ
）
助
太
刀
を
な
す
。
ま

し
て
況い

わ

ん
や
守
本
尊
を
や
。
男
女
の
色
に
せ
ま
り
て
、
心
中
と
て
、
二
つ
と
も
な

き
い
の
ち
を
た
が
い
に
つ
き
つ
ら
ぬ
か
れ
て
死
す
る
程
の
場ば

所し
よ

に
、
守
本
尊
は
何

を
し
て
居
給
ふ
事
ぞ
。
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛
が
蜜ま

夫
を
と
こ

の
時
分
も
、
お
さ
ん
は
勢せ

い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

、
茂
兵
衛
は
普ふ

賢げ
ん

菩
ぼ
さ
つ

が
守
り
本
尊
の
よ
し
、
一
代
の
つ
き
添そ

ひ

な
れ
ば
、
た

ま
〳
〵
本
尊
衆
留る

守す

な
る
事
も
あ
る
内
に
、
蜜
夫
せ
ま
じ
き
物
に
も
あ
ら
ず
。
其

後
な
が
き
牢ら

う

舎し
や

、
さ
て
、
御お

仕し

置を
き

の
時
分
い
か
な
り
と
も
守
り
本
尊
」
（
8
・
ウ
）

か
け
付
て
、
こ
ゝ
は
助た

す

け
給
ふ
筈は

づ

な
る
に
、
や
は
り
そ
の
通
り
に
見
捨す

て

給
ふ
は
守

本
尊
の
役
義
が
た
ゝ
ぬ
事
ぞ
。
か
く
い
へ
ば
と
て
、
わ
る
口
に
て
も
理り

屈く
つ

ば
り
て

詰
な
じ
る

と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
学
問
の
道
究き

う

理り

と
い
ひ
て
、

疑
う
た
が
は

し
き
事
は
い
づ
く
迄
も

繹
た
づ
ね

究き
は

む
る
を
格か

く

物ぶ
つ

致ち

知ゝ
と
い
へ
り
。
僧
に
問
へ
ば
、
悪
人
貧ひ

ん

者じ
や

に
は
守
本
尊
も
の

き
給
ふ
と
い
へ
り
。
そ
れ
は
近
比
水
く
さ
き
挨あ

い

拶さ
つ

仏
ほ
と
け

も
縁ゑ

り

に
付
給
ふ
道ど

う

理り

な
り
。

善
人
は
さ
し
て
加く

は

ふ
る
事
も
な
き
ゆ
へ
、
守し

ゆ

護ご

に
及
ば
ず
。
悪
人
に
こ
そ
守
り
に
」

（
9
・
オ
）
油ゆ

断だ
ん

な
く
、
不
道
を
さ
せ
ぬ
や
う
に
世
話
や
き
た
ま
ふ
こ
そ
本
意
な
る

べ
し
。
か
し
く
と
い
へ
る
辻
放ほ

う

下か

が
、
人
間
一
代
の
守
本
尊
は
仏ぶ

つ

菩
ぼ
さ
つ

よ
り
飯
と
汁

と
の
二
つ
也
。
貴き

賤せ
ん

と
も
に
此
二
つ
の
守
り
本
尊
に
見
か
ぎ
ら
る
ゝ
と
、
此
世
の

暇
い
と
ま

乞ご
ひ

と
い
ひ
し
は
名め

い

言ご
ん

な
り
。 

文
字
の
数
三
万
三
千
字
の
多を

ゝ

き
中
に
、
勤
の
一
字
こ
そ
人
間
一
生
の
守
本
尊
な

る
べ
し
。
天
道
の
運う

ん

旋せ
ん

一
息
の
間か

ん

断だ
ん

な
く
、
さ
も
い
そ
が
わ
し
き
勤
な
り
。
地
に
在あ

つ

て
川せ

ん

流り
う

昼ち
う

夜や

を
不す

て
レ

舎ざ
る

の
」
（
9
・
ウ
）
も
や
う
、
君
と
成
て
は
日
夜
臣し

ん

民み
ん

を
哀あ

い

憐れ
ん

撫ぶ

育い
く

す
る
の
勤
め
、
臣
と
し
て
は
陰
日
な
た
な
く
つ
と
め
、
農の

う

工か
う

商
し
や
う

も
面
々
の
生す

ぎ

理わ
ひ

を
勤
め
、
僧
は
読ど

く

経
き
や
う

し
て
仏
に
不ふ

退た
い

の
勤き

ん

行
ぎ
や
う

を
な
し
、
女
は
縫
針
を
つ
と
め
、

た
と
ひ
貧ひ

ん

人
菰こ

も

か
ぶ
り
と
も
い
へ
、
正

し
や
う

道ど
う

律り
つ

義
を
守
り
て
、
人
の
情
を
囉も

ら

嚌ふ

て
今

日
を
助
か
り
、
勤
て
油ゆ

断だ
ん

な
け
れ
ば
、
終つ

ゐ

に
は
天
報ぽ

う

の

祥
さ
い
わ
い

を
得う

る
事
、
こ
れ
勤

－42－



事
は
元
よ
り
平
日
急
所
に
は
し
る
に
、
息
絶

い
き
ゞ
れ

の
時
梅
干
を
思
へ
ば
、
そ
の
ま
ゝ
口

中
に
う
る
ほ
ひ
出
来
る
事
、
菅か

ん

神じ
ん

の
発は

つ

明め
い

し
給
ふ
よ
り
お
こ
れ
り
。
殊
に
天
神
は

梅
を
好こ

の

ま
せ
給
ひ
、
塩ゑ

ん

梅ば
い

の
臣
と
も
仰あ

ふ

ぎ
奉
り
し
故
に
、
丹
誠
の
実
を
以
て
祈い

の

れ

ば
、
梅
酸
の
口
に
う
つ
り
て
感
通
利
生
、
端
的
な
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
」
（
7
・

オ
）
神
前
に
は
鏡
を
か
け
て
、
邪じ

や

生
し
や
う

曲
き
よ
く

直
ち
よ
く

を
示
す
。
か
ゞ
み
は
向
は
ね
ば
う
つ

ら
ず
。
梅
干
は
向
ふ
に
及
ば
ず
。
臥ふ

し

て
居
な
が
ら
一
念ね

ん

思
ひ
出
し
て
も
、
其
ま
ゝ

う
つ
り
て
津
の
た
ま
る
を
理の

み

会こ
む

べ
し
。
此
実
と
い
ふ
物
を

慮
お
も
ん
ぱ
か

る
が
学
問
に
し
て
、

外
に

需
も
と
む

る
事
に
あ
ら
ず
。
い
と
た
ふ
と
き
事
也
。 

人
間
に
お
し
な
べ
て
一
代
の

守
ま
も
り

本ほ
ん

尊ぞ
ん

と
い
ふ
が
有
て
、
其
身
を
守し

ゆ

護ご

し
給
ふ
の

よ
し
也
。
是
程
た
し
か
な
る
守
護
は
有
べ
か
ら
ず
。
殊
に
大
日
不
動

観
く
わ
ん

音お
ん

普
賢
な

ど
い
へ
る
奇す

ぐ

れ
た
る
一
枚
看
板
の
仏
」（
7
・
ウ
）
菩ぼ

薩さ
つ

た
ち
が
乗
う
つ
り
て
付つ

き

添そ
ひ

給

ふ
に
、
い
か
な
れ
ば
悪あ

く

逆
ぎ
や
く

不
道
を
な
し
、
家や

ゝ

焼き

人
殺
盗
賊
蜜み

つ

夫ぷ

な
ど
い
ふ
大
そ
れ

た
る
事
を
仕
出
し
、
多た

病べ
う

早そ
う

世せ
い

貧ひ
ん

苦く

横わ
う

難な
ん

の
不
幸
の
か
ぎ
り
な
し
。
こ
れ
ら
を
守
本ほ

ん

尊ぞ
ん

と
し
て
見
給
ひ
な
が
ら
、
き
よ
ろ
り
と
し
て
居
給
ひ
、
今
は
こ
ふ
よ
と
見
へ
し

場
も
極す

く

は
ず
、
む
な
し
く
見
の
が
し
に
し
給
ふ
事
、
何
を
守
り
給
ふ
事
ぞ
。
不
審し

ん

は

れ
が
た
し
。
人
間
に
て
も
、
或
は
喧け

ん

𠵅𠵅く
わ

口こ
う

論ろ
ん

の
場
に
行
か
ゝ
り
て
は
、
双
方
無
事

に
取
納
め
、
武
士
た
る
も
の
は
時
宜
に
よ
り
て
」
（
8
・
オ
）
助
太
刀
を
な
す
。
ま

し
て
況い

わ

ん
や
守
本
尊
を
や
。
男
女
の
色
に
せ
ま
り
て
、
心
中
と
て
、
二
つ
と
も
な

き
い
の
ち
を
た
が
い
に
つ
き
つ
ら
ぬ
か
れ
て
死
す
る
程
の
場ば

所し
よ

に
、
守
本
尊
は
何

を
し
て
居
給
ふ
事
ぞ
。
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛
が
蜜ま

夫
を
と
こ

の
時
分
も
、
お
さ
ん
は
勢せ

い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

、
茂
兵
衛
は
普ふ

賢げ
ん

菩
ぼ
さ
つ

が
守
り
本
尊
の
よ
し
、
一
代
の
つ
き
添そ

ひ

な
れ
ば
、
た

ま
〳
〵
本
尊
衆
留る

守す

な
る
事
も
あ
る
内
に
、
蜜
夫
せ
ま
じ
き
物
に
も
あ
ら
ず
。
其

後
な
が
き
牢ら

う

舎し
や

、
さ
て
、
御お

仕し

置を
き

の
時
分
い
か
な
り
と
も
守
り
本
尊
」
（
8
・
ウ
）

か
け
付
て
、
こ
ゝ
は
助た

す

け
給
ふ
筈は

づ

な
る
に
、
や
は
り
そ
の
通
り
に
見
捨す

て

給
ふ
は
守

本
尊
の
役
義
が
た
ゝ
ぬ
事
ぞ
。
か
く
い
へ
ば
と
て
、
わ
る
口
に
て
も
理り

屈く
つ

ば
り
て

詰
な
じ
る

と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
学
問
の
道
究き

う

理り

と
い
ひ
て
、

疑
う
た
が
は

し
き
事
は
い
づ
く
迄
も

繹
た
づ
ね

究き
は

む
る
を
格か

く

物ぶ
つ

致ち

知ゝ
と
い
へ
り
。
僧
に
問
へ
ば
、
悪
人
貧ひ

ん

者じ
や

に
は
守
本
尊
も
の

き
給
ふ
と
い
へ
り
。
そ
れ
は
近
比
水
く
さ
き
挨あ

い

拶さ
つ

仏
ほ
と
け

も
縁ゑ

り

に
付
給
ふ
道ど

う

理り

な
り
。

善
人
は
さ
し
て
加く

は

ふ
る
事
も
な
き
ゆ
へ
、
守し

ゆ

護ご

に
及
ば
ず
。
悪
人
に
こ
そ
守
り
に
」

（
9
・
オ
）
油ゆ

断だ
ん

な
く
、
不
道
を
さ
せ
ぬ
や
う
に
世
話
や
き
た
ま
ふ
こ
そ
本
意
な
る

べ
し
。
か
し
く
と
い
へ
る
辻
放ほ

う

下か

が
、
人
間
一
代
の
守
本
尊
は
仏ぶ

つ

菩
ぼ
さ
つ

よ
り
飯
と
汁

と
の
二
つ
也
。
貴き

賤せ
ん

と
も
に
此
二
つ
の
守
り
本
尊
に
見
か
ぎ
ら
る
ゝ
と
、
此
世
の

暇
い
と
ま

乞ご
ひ

と
い
ひ
し
は
名め

い

言ご
ん

な
り
。 

文
字
の
数
三
万
三
千
字
の
多を

ゝ

き
中
に
、
勤
の
一
字
こ
そ
人
間
一
生
の
守
本
尊
な

る
べ
し
。
天
道
の
運う

ん

旋せ
ん

一
息
の
間か

ん

断だ
ん

な
く
、
さ
も
い
そ
が
わ
し
き
勤
な
り
。
地
に
在あ

つ

て
川せ

ん

流り
う

昼ち
う

夜や

を
不す

て
レ

舎ざ
る

の
」
（
9
・
ウ
）
も
や
う
、
君
と
成
て
は
日
夜
臣し

ん

民み
ん

を
哀あ

い

憐れ
ん

撫ぶ

育い
く

す
る
の
勤
め
、
臣
と
し
て
は
陰
日
な
た
な
く
つ
と
め
、
農の

う

工か
う

商
し
や
う

も
面
々
の
生す

ぎ

理わ
ひ

を
勤
め
、
僧
は
読ど

く

経
き
や
う

し
て
仏
に
不ふ

退た
い

の
勤き

ん

行
ぎ
や
う

を
な
し
、
女
は
縫
針
を
つ
と
め
、

た
と
ひ
貧ひ

ん

人
菰こ

も

か
ぶ
り
と
も
い
へ
、
正

し
や
う

道ど
う

律り
つ

義
を
守
り
て
、
人
の
情
を
囉も

ら

嚌ふ

て
今

日
を
助
か
り
、
勤
て
油ゆ

断だ
ん

な
け
れ
ば
、
終つ

ゐ

に
は
天
報ぽ

う

の

祥
さ
い
わ
い

を
得う

る
事
、
こ
れ
勤

－43－



の
一
字
は
一
生
の
守
り
本
尊
に
し
て
、
人
倫り

ん

の

魁
さ
き
が
け

の
学
問
な
り
。
さ
れ
ば
勤
の

字
を
大
原
大
明
神
託た

く

し
て
曰
、
」
（
10
・
オ
） 

折
を
待
ず
時
を
し
ら
ぬ
は
あ
わ
れ
な
り 

 

勤
め
て
も
み
よ
暮く

る
ゝ
日
や
な
き 

古
人
の
学
問
に
す
ゝ
め
る
語
に
、
最
初

さ
い
し
ょ

に
学
ぶ
事
の
正せ

い

、
其
次つ

ぎ

は

志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

を
立
る
、

此
二
つ
を
第
一
に
と
き
い
ま
し
め
た
り
。
志
を
た
つ
る
は
善
悪
に
あ
る
べ
き
事
也
。

諸
芸
と
も
に
先
づ
正た

ゞ

し
き
流り

う

義
を
吟
味
し
て
、
夫そ

れ

か
ら
志
を
た
て
ゝ
、
怠た

い

慢ま
ん

な
く
稽け

い

古
す
る
が
干か

ん

要や
う

な
り
。
す
ぐ
な
ら
ぬ
道
、
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
芸
な
ど
、
吟
味
も
な
く

ふ
か
〳
〵
と
習な

ら

ひ
、
志
を
立
る
時
は
も
と
が
不ふ

正せ
い

な
る
故
、
そ
の
道
」
（
10
・
ウ
）

熟
じ
ゆ
く

し
て
も
利
す
る
所
な
し
。 

初
に
吟
味
正た

ゞ

し
く
す
る
事
、
大
切
な
る
事
也
。
た
と
へ
ば
、
下
々
の
子
共
を
商
家

し
や
う
か

の
町
人
へ
年
季き

奉
公
を
さ
せ
る
に
、
親
方
を
も
吟
味
せ
ず
し
て
奉
公
に
出
す
時
は
、

其
町
家
身

上

し
ん
し
や
う

も
よ
ろ
し
く
、
万ば

ん

端た
ん

倹け
ん

約や
く

を
も
ち
い
て
お
ご
る
事
な
き
家
へ
年
季き

つ

と
む
れ
ば
、
身
上
を
別
に
も
ち
か
た
め
、
親
方
同
前
に
も
な
る
事
也
。
か
や
う
な

る
は
学
ぶ
事
正た

ゞ

し
き
類
な
り
。
又
町
家
と
し
て
お
ご
り
を
極
め
、
遊ゆ

ふ

楽ら
く

遊
女
ぐ
る

ひ
な
ど
に
放は

う

埓ら
つ

な
る
を
親
方
に
い
た
し
た
る
時
は
、
年
季
」
（
11
・
オ
）
つ
と
め
お

ら
せ
て
も
、
何
の
や
く
に
た
ゝ
ざ
る
仕し

廻ま
ひ

に
成
て
、
主
人
の
お
ご
り
を
平へ

い

生ぜ
い

く
せ

に
見み

来き
た

れ
ば
、
其
身
の
は
て
口
、
親
を
は
ご
く
み
、
妻
子
を
や
し
な
ふ
事
も
な
ら

ず
、
貧ひ

ん

人
同
前
に
な
る
類
、
こ
れ
は
は
じ
め
ま
な
ぶ
事
の
正
し
か
ら
ぬ
不
吟
味
な

る
所
よ
り
か
く
の
ご
と
し
。
よ
ろ
づ
の
事
に
学
ぶ
事
の
正
し
く
と
い
ふ
初
の
念ね

ん

、

第
一
に
入
る
事
也
。
学
問
ば
か
り
の
事
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。 

凡
お
よ
そ

学
問
に
は
、
初
学
よ
り
次
第
に
階か

い

級き
う

あ
る
べ
き
事
な
り
。
し
か
し
、
万
書
教け

う

道ど
う

端は
し

を
ゝ
く
ど
ぎ
〳
〵
」
（
11
・
ウ
）
し
て
、
い
づ
れ
よ
り
ま
な
び
、
い
づ
れ
よ
り

至
る
筋
定
め
が
た
し
。
ま
づ
、
学
問
は
博は

く

聞ぶ
ん

約や
く

礼れ
い

の
二
つ
を
呑の

み

込
た
ら
ば
、
然
る

べ
か
ら
ん
か
。
博
聞
は
ひ
ろ
く
万
書
を
閲み

亘わ
た

す
方
な
れ
ば
、
誰
も
い
た
し
安
か
ら

ん
。
か
の
博ひ

ろ

き
所
を
一
つ
に
引
し
め
て
、
約
礼
に
す
る
事
が
お
ぼ
つ
か
な
き
も
の

な
り
。
約
と
は
千
筋
の
藁わ

ら

と
い
へ
ど
も
、
手て

本も
と

を
縄な

は

に
て
か
ら
げ
る
時
は
、
一
束

に
つ
ゞ
ま
る
ゆ
へ
、
ま
づ
事
お
ほ
か
ら
ず
し
て
、
万
事
に
処し

よ

す
る
に
労
す
る
事
な

か
る
べ
し
。
千
筋
の
わ
ら
を
一
所
に
つ
か
ね
も
せ
ず
、
ば
ら
〳
〵
取
ち
ら
か
し
た

る
」
（
12
・
オ
）
ま
で
に
て
、
何
の
用
に
も
た
ゝ
ざ
る
事
な
れ
ば
、
博
聞
約
礼
の
掟

は
欠か

け

ま
じ
き
事
な
り
。 

 

往
古

む

か

し

よ
り
の

教
き
や
う

書し
よ

に
、
武
士
た
ら
ん
者
は
一
言
に
て
も
異い

見け
ん

を
聞
、
か
り
そ
め

の
咄
し
に
も
忠ち

う

孝か
う

文
武
の
吟
味
を
な
し
、
小
歌
三
味
せ
ん
等
の
楽ら

く

舞ぶ

と
き
か
ば
、

行
べ
か
ら
ず
。
た
と
ひ
行
か
ゝ
り
て
も
、
外
の
事
に
託た

く

し
て

退
し
り
ぞ

く
べ
し
、
と
の
教

訓
一
々
理
を
詰
た
る

詞
こ
と
ば

な
れ
ば
、
教
訓
に
お
ゐ
て

加
く
は
ゝ

る
事
な
し
。
し
か
し
、
武

士
ま
じ
は
り
と
て
も
、
若
き
者
の
付
合
に
義
理
を
談だ

ん

じ
、
異い

見け
ん

を
互
に
い
た
し
合

ふ
ば
か
り
に
て
は
、
」
（
12
・
ウ
）
結け

つ

句く

和く
わ

を
う
し
な
ひ
、
又
例れ

い

の
子し

細さ
い

ら
し
き
異い

見け
ん

に
来き

た
か
と
異
見
に
異い

名
み
や
う

が
付
て
、
あ
な
た
こ
な
た
に
て
も
留る

守す

を
つ
か
ふ
様
に

な
り
て
、
人じ

ん

心し
ん

は
な
れ
て

却
か
へ
つ

て
に
く
し
み
を
取
る
人に

ん

情
じ
や
う

な
り
。
三
近
子
が
見け

ん

に

よ
ら
ば
、
武
士
の
付
合
に
、
若わ

か

き
者
は
腕う

で

押お
し

首く
び

引ゝ
き

力
ち
か
ら

業わ
ざ

と
ん
づ

躍
を
ど
り

つ
の
楽ら

く

舞ぶ

の

所
へ
行
か
ゝ
り
た
ら
ば
、
同
じ
く
楽
舞
に
ま
じ
わ
り
、
興け

う

を

催
も
よ
ほ

し
、
又
折
々
は
し

ま
り
て
忠
孝
義
理
ば
な
し
を
催
す
時
は
、
朋ほ

う

友ゆ
う

も
飽あ

き

目め

な
く
異
見
も
出で

来き

ば
へ
し

て
、
結
句
利り

益や
く

多お
ゝ

か
ら
ん
か
。
余あ

ま

り
」
（
13
・
オ
）
古こ

工く

面め
ん

過す
ぐ

れ
ば
、
人に

ん

情
じ
や
う

に
は

な
れ
て
独ど

く

夫ふ

の
意い

気き

か
た
、
水
清き

よ

け
れ
ば
魚う

を

住す
ま

ず
の
一
理
な
ら
ん
。
家
中
ど
し
、

我
よ
り
目め

下し
た

の
近き

ん

親し
ん

な
ど
の
若わ

か

き

士
さ
む
ら
い

五
人
三
人
な
ど
へ
は
、
異ゐ

見け
ん

等と
う

も
う
つ
る

事
あ
ら
ん
か
。
日
本
国
の
諸し

よ

士し

へ
は
、
平べ

う

等ど
う

に
う
つ
り
が
た
か
ら
ん
。
上
世
さ
へ
孟も

う

子し

の
大
賢け

ん

に
色い

ろ

を

好
こ
の
む

と
あ
れ
ば
、
孟
子

少
す
こ
し

も
そ
む
か
ず
。
そ
れ
こ
そ

尤
も
つ
と
も

に
て

候
と
て
相あ

い

手て

の
す
き
〴
〵
次
第
に
教け

う

訓く
ん

せ
ら
れ
し
は
尤
な
る

示
し
め
し

な
り
。 

 

或
あ
る
ひ
と

三
近
子
に
問
て
い
わ
く
、
貴き

下か

は
山や

ま

崎さ
き

垂す
い

加か

翁を
う

の
膝ひ

ざ

下も
と

に
育そ

だ

ち
給
ひ
し
と

い
へ
ば
、
幼よ

う

年ね
ん

と
も
い
へ
、
儒じ

ゆ

学が
く

」
（
13
・
ウ
）
も
少
し
聞
は
つ
り
給
は
ん
。
夫
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

題だ
い

目も
く

読ど
く

経
き
や
う

供く

仏
の
経い

と

営な
み

は
、
面め

ん

々
心
一
ぱ
い
に
い
た
す
べ
し
。
せ
め
て
の
孝か

う

養や
う

な
る
べ
し
と
小
意ゐ

の
中
に
も
書
給
へ
り
。
貴
下
は
武ぶ

門も
ん

な
る
ゆ
へ
、
学
問
し
な
が

ら
後ご

生
し
や
う

を
ふ
か
く
ね
が
ひ
給
ふ
や
。
仏
法
を
そ
し
り
給
は
ず
、
す
こ
し
あ
ま
き
様

に
見
ゆ
る
は
い
か
ん
。
三
近
子

答
こ
た
へ
て

曰
い
わ
く

、
古こ

語ゞ
に

不
い
や
し
く
も

二

荀
訾

そ
し
ら
ず

一

不
い
や
し
く
も

二

荀
哂

わ
ら
は
ず

一

と
い
へ
り
。

苟
い
や
し
く
も

と
い
ふ
は
麁そ

相ゝ
う

に
し
て
念
を
入
れ
ず
、
う
か
〳
〵
と
し
た
る
手て

尓に

葉は

を
い
ふ
。
わ
が
胃ゐ

の
腑ふ

に
落お

ち

ず
、
不ぶ

案あ
ん

内な
い

な
る
事
を
、
出
る
ま
か
せ
に

訾
そ
し
り

笑わ
ら

は
ぬ
も
の
な
り
。
惣
じ
て
人
を
訾
」
（
14
・
オ
）

謗
そ
し
る

と
い
ふ
も
、
能よ

く

々〳
〵

内
外
ね
ん
ご

ろ
に
な
じ
み
て
、
気
質し

つ

も
知し

り

あ
ひ
て
こ
そ
、
其
間か

ん

隙げ
き

を
う
か
ゞ
ひ
見
付
て
謗
る
事

も
有
べ
し
。
見
ず
し
ら
ぬ
事
を
そ
し
る
は
、
其
実
に
あ
た
ら
ぬ
ゆ
へ
、
こ
れ
を
滅め

つ

相そ
う

と
名
づ
く
。
殊
に
我
々
は
儒じ

ゆ

者し
や

に
あ
ら
ず
、
家か

業げ
う

の
武ぶ

備び

さ
へ
疎う

と

け
れ
ば
、
ま
し

て
仏ぶ

つ

教
き
や
う

は
猶な

を

更さ
ら

不ぶ

案あ
ん

内な
い

な
り
。
仏
書し

よ

を
も
し
ら
ず
、
不
案
内
な
る
事
を
謗
る
は
こ

れ
滅め

つ

相そ
う

に
あ
ら
ず
や
。
其
う
へ
今
の
世
に
先せ

ん

祖ぞ

の
忌き

日に
ち

命め
い

日
に
あ
た
り
て
、
何
を

し
て
孝か

う

養や
う

に
い
と
な
む
べ
き
や
。
位ゐ

牌は
い

に
む
か
い
て
大だ

い

学が
く

朱し
ゆ

熹き

章
し
や
う

句く

も
読よ

ま

れ
ま

じ
。
書
」
（
14
・
ウ
）

経
き
や
う

春
し
ゆ
ん

秋じ
う

ど
こ
ろ
に
て
も
有
ま
じ
。
念ね

ん

仏ぶ
つ

読ど
く

経
き
や
う

の
孝か

う

養や
う

が

て
う
ど
相さ

う

応を
ふ

な
る
べ
し
と
お
も
は
る
ゝ
也
。
念
仏
題だ

い

目も
く

た
つ
と
し
と
い
へ
ど
も
、

こ
れ
を
と
な
へ
て
、
一
気
を
は
な
れ
た
る
先せ

ん

祖ぞ

の

尸
し
か
ば
ね

に
金こ

ん

色じ
き

の
ひ
か
り
も
さ
す

ま
じ
。
父
母
の
忌
日
に
つ
く
ね
ん
と
し
て
居
ら
る
ゝ
も
の
に
あ
ら
ず
。
後ご

生
し
や
う

沙さ

汰た

は

暫
し
ば
ら

く
や
め
て
、
忌
日
に
は
灯と

う

香か
う

合が
つ

掌
し
や
う

の
拝は

い

が
似に

合あ
い

相
応
と
い
ふ
べ
し
。
殊
に

い
か
な
る
大
儒じ

ゆ

と
い
へ
、
今
時
に
死
し
て
は
、
其
尸
は
寺て

ら

へ
な
ら
で
は
ゆ
く
べ
か

ら
ず
。
我わ

が

ど
ふ
で
遺ゆ

い

骸が
い

の
ゆ
く
寺
の
作さ

法ほ
う

を
そ
し
る
は
、
血ち

を
血
で
あ
ら
ふ
道
理
。

こ
れ

苟
い
や
し
く

も
」
（
15
・
オ
）

訾
そ
し
る

と
い
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
右
の
心
入
ゆ
へ
、
我わ

れ

に

仏ぶ
つ

法ぽ
う

を
そ
し
る
べ
き
力り

き

量れ
う

な
し
。
又
世
の
学
者
と
し
て
仏
法
は

偽
い
つ
わ

り
也
、
な
き
事

な
り
と
て
、
息い

き

筋す
じ

を
は
り
て
世せ

話わ

を
や
く
も
の
あ
り
。
有
た
ら
ば
、
何な

に

程ほ
ど

の
邪じ

や

魔ま

ぞ
。

無
事
を
い
ふ
は
い
か
程
の
害が

い

ぞ
。
さ
し
て
苦く

に
も
な
ら
ぬ
事
に
瞋し

ん

恚ゐ

を
も
や
す
は
、

さ
し
当
り
其
身
の
損そ

ん

な
る
べ
し
。 
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の
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に
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の

士
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が
、
無ひ

比る
い

類な
き

後ご

生
し
や
う

ね
が
ひ
に
て

有
し
。
た
ゞ
一
跡せ

き

に
一
人
の
男
子
を
僧そ

う

に
し
て
、
永ゑ

い

平へ
い

寺じ

に
の
ぼ
せ
、
仏ぶ

つ

学が
く

相

勤
つ
と
め

」

（
15
・
ウ
）
よ
と
の
事
な
り
。
親し

ん

族ぞ
く

家か

従じ
う

と
も
に
家か

督と
く

の
絶ぜ

つ

す
る
事
を
い
た
く
悲か

な

し

み
、
さ
ま
〴
〵
と
諫い

さ

め
け
れ
共
、
か
の

士
さ
む
ら
い

い
さ
ゝ
か
承せ

う

引い
ん

せ
ず
。
一
子
も

力
ち
か
ら

お

よ
ば
ず

出
し
ゆ
つ

家け

と
な
り
、
三
年
永
平
寺
に
勤き

ん

学が
く

し
て
父
の
方
へ
来
れ
り
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父
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所
へ
行
か
ゝ
り
た
ら
ば
、
同
じ
く
楽
舞
に
ま
じ
わ
り
、
興け

う

を

催
も
よ
ほ

し
、
又
折
々
は
し

ま
り
て
忠
孝
義
理
ば
な
し
を
催
す
時
は
、
朋ほ

う

友ゆ
う

も
飽あ

き

目め

な
く
異
見
も
出で

来き

ば
へ
し

て
、
結
句
利り

益や
く

多お
ゝ

か
ら
ん
か
。
余あ

ま

り
」
（
13
・
オ
）
古こ

工く

面め
ん

過す
ぐ

れ
ば
、
人に

ん

情
じ
や
う

に
は

な
れ
て
独ど

く

夫ふ

の
意い

気き

か
た
、
水
清き

よ

け
れ
ば
魚う

を

住す
ま

ず
の
一
理
な
ら
ん
。
家
中
ど
し
、

我
よ
り
目め

下し
た

の
近き

ん

親し
ん

な
ど
の
若わ

か

き

士
さ
む
ら
い

五
人
三
人
な
ど
へ
は
、
異ゐ

見け
ん

等と
う

も
う
つ
る

事
あ
ら
ん
か
。
日
本
国
の
諸し

よ

士し

へ
は
、
平べ

う

等ど
う

に
う
つ
り
が
た
か
ら
ん
。
上
世
さ
へ
孟も

う

子し

の
大
賢け

ん

に
色い

ろ

を

好
こ
の
む

と
あ
れ
ば
、
孟
子

少
す
こ
し

も
そ
む
か
ず
。
そ
れ
こ
そ

尤
も
つ
と
も

に
て

候
と
て
相あ

い

手て

の
す
き
〴
〵
次
第
に
教け

う

訓く
ん

せ
ら
れ
し
は
尤
な
る

示
し
め
し

な
り
。 

 

或
あ
る
ひ
と

三
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わ
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、
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ま

崎さ
き
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翁を
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ざ

下も
と

に
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だ

ち
給
ひ
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へ
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う

年ね
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へ
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ゆ
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く

」
（
13
・
ウ
）
も
少
し
聞
は
つ
り
給
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念ね

ん

仏ぶ
つ

題だ
い

目も
く

読ど
く

経
き
や
う

供く

仏
の
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と

営な
み

は
、
面め

ん

々
心
一
ぱ
い
に
い
た
す
べ
し
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せ
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う
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う

な
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し
と
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中
に
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給
へ
り
。
貴
下
は
武ぶ

門も
ん

な
る
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へ
、
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問
し
な
が

ら
後ご

生
し
や
う

を
ふ
か
く
ね
が
ひ
給
ふ
や
。
仏
法
を
そ
し
り
給
は
ず
、
す
こ
し
あ
ま
き
様

に
見
ゆ
る
は
い
か
ん
。
三
近
子

答
こ
た
へ
て

曰
い
わ
く

、
古こ

語ゞ
に

不
い
や
し
く
も

二

荀
訾

そ
し
ら
ず

一

不
い
や
し
く
も

二

荀
哂

わ
ら
は
ず

一

と
い
へ
り
。

苟
い
や
し
く
も

と
い
ふ
は
麁そ

相ゝ
う

に
し
て
念
を
入
れ
ず
、
う
か
〳
〵
と
し
た
る
手て

尓に

葉は

を
い
ふ
。
わ
が
胃ゐ

の
腑ふ

に
落お

ち

ず
、
不ぶ

案あ
ん

内な
い

な
る
事
を
、
出
る
ま
か
せ
に

訾
そ
し
り

笑わ
ら

は
ぬ
も
の
な
り
。
惣
じ
て
人
を
訾
」
（
14
・
オ
）

謗
そ
し
る

と
い
ふ
も
、
能よ

く

々〳
〵

内
外
ね
ん
ご

ろ
に
な
じ
み
て
、
気
質し

つ

も
知し

り

あ
ひ
て
こ
そ
、
其
間か

ん

隙げ
き

を
う
か
ゞ
ひ
見
付
て
謗
る
事

も
有
べ
し
。
見
ず
し
ら
ぬ
事
を
そ
し
る
は
、
其
実
に
あ
た
ら
ぬ
ゆ
へ
、
こ
れ
を
滅め

つ

相そ
う

と
名
づ
く
。
殊
に
我
々
は
儒じ

ゆ

者し
や

に
あ
ら
ず
、
家か

業げ
う

の
武ぶ

備び

さ
へ
疎う

と

け
れ
ば
、
ま
し

て
仏ぶ

つ

教
き
や
う

は
猶な

を

更さ
ら

不ぶ

案あ
ん

内な
い

な
り
。
仏
書し
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を
も
し
ら
ず
、
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内
な
る
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を
謗
る
は
こ

れ
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今
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、
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も
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る
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仏
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く
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と
し
と
い
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ど
も
、

こ
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を
と
な
へ
て
、
一
気
を
は
な
れ
た
る
先せ

ん

祖ぞ

の

尸
し
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ば
ね

に
金こ

ん

色じ
き

の
ひ
か
り
も
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す

ま
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。
父
母
の
忌
日
に
つ
く
ね
ん
と
し
て
居
ら
る
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も
の
に
あ
ら
ず
。
後ご

生
し
や
う
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汰た

は

暫
し
ば
ら

く
や
め
て
、
忌
日
に
は
灯と

う
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う

合が
つ

掌
し
や
う

の
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が
似に

合あ
い

相
応
と
い
ふ
べ
し
。
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に

い
か
な
る
大
儒じ

ゆ

と
い
へ
、
今
時
に
死
し
て
は
、
其
尸
は
寺て

ら

へ
な
ら
で
は
ゆ
く
べ
か
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ず
。
我わ

が

ど
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で
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の
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く
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法ほ
う

を
そ
し
る
は
、
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を
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で
あ
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道
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。
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れ
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い
や
し
く
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（
15
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オ
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そ
し
る

と
い
ふ
も
の
に
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ず
や
。
右
の
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入
ゆ
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、
我わ
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に
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を
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る
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う
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し
。
又
世
の
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と
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仏
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は

偽
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つ
わ

り
也
、
な
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事
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て
、
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じ

を
は
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て
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を
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も
の
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、
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に
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の
邪じ

や
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。

無
事
を
い
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は
い
か
程
の
害が
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ぞ
。
さ
し
て
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に
も
な
ら
ぬ
事
に
瞋し

ん

恚ゐ

を
も
や
す
は
、

さ
し
当
り
其
身
の
損そ

ん

な
る
べ
し
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ら
し
く

悦
よ
ろ
こ

ば
し
く
対た

い

面め
ん

し
、
さ
て
仏ぶ

つ

学
は
よ
く

務
つ
と
め

た
り
や
。
嘸さ

ぞ

々〳
〵

た
ふ
と
き
事

の
み
に
て
有
ら
ん
。
咄は

な

し
に
成
と
も
、
き
か
ん
事
を

欲
ほ
つ
す

る
と
云
け
れ
ば
、
子
の
い

わ
く
、
日に

ち

夜や

三
年
と
申
す
星せ

い

霜そ
う

を
、
仏
書し

よ

に

眼
ま
な
こ

を
さ
ら
し
候
へ
ば
、
恐を

そ

ら
く
見
残の

こ

し
た
る
書
も
候
は
ず
。
さ
て
〳
〵
仏
法ぱ

う

と
申
も
の
は
莫ば

く

大
な
る
」
（
16
・
オ
）

偽
い
つ
は

り

を
い
た
し
た
る
も
の
に
て
候
。
釈

し
や
く

尊そ
ん

の
説と

き

置を
き

給
へ
る
事
、
一
つ
と
し
て
其
実じ

つ

御
座

な
く
、
う
そ
に
て
か
た
め
た
る
も
の
に
て
候
と
云
け
れ
ば
、
父
大
に
お
ど
ろ
き
、

扨
は
仏
法
は
浮う

説そ

ば
か
り
か
や
。
さ
や
う
の
事
と
は
、
い
さ
ゝ
か
知
り
わ
き
ま
へ

ず
、
う
か
〳
〵
と
暮く

ら

し
た
る
浅あ

さ

ま
し
さ
よ
。
さ
や
う
の
事
な
ら
ば
、
其
方
事
は
い

よ
〳
〵
道ど

う

心し
ん

堅け
ん

固ご

に
し
て
、
仏
学
を
精せ

い

出
し
、
名め

い

僧そ
う

に
も
成
り
候
へ
と
、
思
の
外
展て

ん

転〴
〵

の
言
葉
な
り
し
か
ば
、
家
内
の
も
の
上
下
に
至い

た

る
ま
で
乱ら

ん

心し
ん

か
と
お
も
ひ
て
、

父
の
顔が

ん

色
し
よ
く

を
な
が
め
き
。
暫

し
ば
ら

く
し
て
、
か
の

士
さ
む
ら
い

申
け
る
は
、
凡

を
よ
そ

」
（
16
・
ウ
）

う
そ
と
い
ふ
も
の
は
世
界か

い

の
人
か
し
こ
く
し
て
、
三
日
と
は
其
う
そ

行
を
こ
な

は
れ
ざ
る

物
な
り
。
ま
し
て
う
そ
の
十
日
と
つ
ゞ
き
た
る

例
た
め
し

な
し
。
し
か
る
に
仏
涅
槃

ね

は

ん

に
入

給
ひ
て
よ
り
、
凡
そ
三
千
年
の

間
あ
い
だ

、
其
う
そ
の
化ば

け

が
あ
ら
は
れ
ぬ
仏
法
な
れ
ば
、

誠
ま
こ
と

よ
り
有
が
た
き
う
そ
と
て
感か

ん

涙る
い

を
な
が
せ
し
と
也
。
時
に
と
り
て
は
、
尤
な
る

理り

屈く
つ

な
り
。
又
其
隣り

ん

国
に
家
禄ろ

く

弐
百
石
ば
か
り
の
貧ひ

ん

士し

あ
り
。
男
子
九
人
あ
り
て
、

食
し
よ
く

服ふ
く

と
も
に
難な

ん

儀
身
に
せ
ま
れ
り
。
あ
る
禅ぜ

ん

僧そ
う

一
人
来
り
て
曰
く
、
大
勢ぜ

い

の
男
子

の
内
一
人

出
し
ゆ
つ

家け

に
し
給
へ
。
一
子
出
家
す
れ
ば
九き

う

族ぞ
く

」
（
17
・
オ
）
天
に

生
し
や
う

ず
る

と
申
は
如
来

に
よ
ら
い

の
金
言
に
て
候
と
す
ゝ
め
け
り
。
士し

の
い
わ
く
、
近
比
御を

志
こ
ゝ
ろ
ざ

し
信し

ん

切せ
つ

に
て
、
謝じ

や

す
る
所
を
知
ら
ず
候
。
し
か
し
、
一
子
出
家
し
て
九き

う

族ぞ
く

ま
で
天
に
生
れ

申
義
な
ら
ば
、
釈

し
や
く

尊そ
ん

の
直じ

き

弟で

子し

神し
ん

通つ
う

第
一
と
よ
ば
れ
し
。
目も

く

連れ
ん

の
母は

ゝ

は
無む

間げ
ん

地ぢ

獄ご
く

に
堕だ

す
る
筈は

づ

は
無こ

れ
レ

之な
く

候
。
阿あ

羅ら

漢か
ん

の
化く

わ

を
受う

け

た
る
出
家
の
母は

ゝ

親お
や

が
、
地ぢ

獄ご
く

に
堕だ

し

て
も
ろ
〳
〵
の
苦く

患げ
ん

を
う
け
ら
れ
し
ゆ
へ
、
目も

く

連れ
ん

も
た
へ
忍し

の

び
が
た
く
、
亡ぼ

う

母ほ

の
為た

め

に
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会ゑ

を
ま
ふ
け
ら
れ
し
と
な
ん
。
い
わ
ん
や
、
我
ら
如ご

と

き
の
大
凡ぼ

ん

下け

の
人
、

二
子
三
子
を
」（
17
・
ウ
）
出
家
に
せ
し
共
、
地
獄ご

く

の
釜
の
釜
こ
げ
に
成
可
申
候

間
あ
い
だ

、

我
ら
が
子
共
は
、
や
は
り
な
じ
み
た
る
武ぶ

士し

に
い
た
し
申
よ
り
外
に
了
簡け

ん

な
く
候

と
答こ

た

へ
し
と
也
。
是
も
遁と

ん

辞じ

な
る
べ
け
れ
共
、
時
に
と
る
と
て
は
、
お
も
し
ろ
き
見け

ん

識し
き

と
も
い
ふ
べ
し
。 

 

神
道と

う

は
、
天あ

ま

津つ

日
嗣つ

ぎ

の
至
道ど

う

を
説と

き

て

崇
た
つ
と

き
道
、
又
幽ゆ

う

高か
う

に
し
て
た
や
す
く
は

入
が
た
し
。
万ば

ん

国こ
く

に
す
ぐ
れ
て
有
が
た
き
道
な
り
。
神
道
は
心
道
な
り
。
心
は
仁
義ぎ

の
徳と

く

を
そ
な
へ
て
、
た
つ
と
く
自
然
に
正
直
な
る
も
の
な
り
。
神
道
は
外ほ

か

に
も
と

む
る
に
あ
ら
ず
。
」
（
18
・
オ
）
心
の
ま
ゝ
、
う
ら

表
を
も
て

な
く
す
ぐ
な
る
道
也
。
干
木

も
ま
が
ら
ず
、
か
た
衣
木ぎ

も
そ
ら
ず
と
あ
る
も
、
正

し
や
う

直ぢ
き

を
い
ふ
。
随ず

い

分
簡か

ん

古こ

な
る

物
な
れ
ば
、
上
下
と
も
に
信し

ん

じ
ま
な
び
た
き
物
ぞ
か
し
。
垂す

い

加か

翁を
う

洛ら
く

西さ
い

芦よ
し

屋
町
に

て
平
生
諸
門も

ん

弟て
い

に

教
き
や
う

訓く
ん

せ
ら
れ
し
に
も
、
日
本
に
五こ

行
ぎ
や
う

を
う
け
て
神
道
を
学ま

な

ば

ざ
る
は
日
本
の
唐
人
な
り
と
云
て
笑
れ
し
。
神
書
は
神
秘ぴ

も
多を

ゝ

け
れ
ば
、
人
に
よ

り
機き

根こ
ん

の

強
き
や
う

弱
じ
や
く

あ
り
。
唯ゆ

い

一

両
り
や
う

部ぶ

の
差
別べ

つ

ほ
ど
の
義
は
か
み
わ
く
べ
き
事
な
る

べ
し
と
ぞ
。 

祈
い
の
り

と
い
ふ
事
、
無ぶ

事じ

幸か
う

福ふ
く

の
人
に
は
有
ま
じ
。
な
ん
ぞ
」
（
18
・
ウ
）

災
わ
ざ
わ
い

か

病
気
か
に
神
慮り

よ

の

冥
み
や
う

加が

を
頼た

の

む
筋す

じ

尤
も
つ
と
も

な
り
。
唐
に
て
も
子
路ろ

の
英ゑ

い

才
孔か

う

子
の

御
病
の
時
祈
ら
ん
と
請こ

は

れ
し
事
、
信し

ん

切せ
つ

の
迫せ

ま

り
な
り
。
非ひ

常
じ
や
う

の
時
に
は
随
分
丹
誠せ

い

す
べ
き
事
に
や
。
皇
太
神
宮ぐ

う

の
詫た

く

宣せ
ん

に
も
神
至
る
に
祈い

の

る
べ
し
。
冥

く
ら
き

を
加く

わ

ふ
る
に
、

正ま
さ

に

直
す
な
を

な
る
を
以
て
本
と
す
と
あ
り
。
祈
祷

い

の

り

は
神
に
つ
ぐ
る
の
謂い

ひ

な
り
。

徴
し
る
し

あ

る
を

冥
み
や
う

加が

と
い
ふ
也
。
祈
祷

い

の

り

を
す
る
に
即そ

く

時じ

に
き
く
物
に
あ
ら
ず
。
目
に
見
へ
ず
、

心
に
も
覚お

ぼ

へ
ず
し
て
、
自し

然ぜ
ん

と
か
な
ふ
を

冥
く
ら
き

を
加く

わ

と
は

（
マ
マ
）

い
ふ
な
り
。
草さ

う

木
の
発は

つ

生
し
や
う

す
る
が
ご
と
し
。
」
（
19
・
オ
）
毎
日
見
つ
め
て
居ゐ

て
も
伸の

ぶ

る

形
か
た
ち

は
見
へ
ず
。

日
数
を
経ふ

る
程
生せ

い

長
ち
や
う

す
る
。
こ
れ
を

冥
み
や
う

加が

と
い
ふ
べ
し
。 

 

児
戯
笑
談
巻
之
一
終
」
（
19
・
ウ
） 

  

児
戯
笑
談
巻
之
二 
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近
子
撰 

時じ

勢せ
い

を
し
ら
ざ
れ
ば
、
無む

用や
う

の

費
つ
ゐ
へ

あ
り
。
人
々
、
今
日
さ
し
当
り
重て

う

宝ほ
う

に
な
る

物
は

暦
こ
よ
み

な
り
。
か
ほ
ど
の
た
か
ら
も
、
去こ

年ぞ

の

暦
こ
よ
み

は

再
ふ
た
ゝ

び
見
る
者
も
な
く
、
貧ひ

ん

家か

は
こ
し
張ば

り

に
は
り
、
紙か

み

く
ず
籠か

ご

の
住
居

す

ま

ゐ

と
な
ん
ぬ
。
人
間
の
用よ

う

捨し
や

も

暦
こ
よ
み

の
ご
と

し
。
い
か
な
る
勇ゆ

ふ

猛も
ふ

奮ふ
ん

迅じ
ん

の
四
天
王
と
も
い
へ
、
七
十
八
十
に
な
り
て
は
、
み
な
去こ

年ぞ

の

暦
こ
よ
み

と
い
ふ
べ
し
。 

 

俗ぞ
く

間か
ん

に
道
理
そ
こ
の
け
無
理
の

通
と
ほ
る

に
と
い
ふ
事
、
面お

も

白し
ろ

き
」
（
1
・
オ
）
こ
と

葉
な
り
。
常

じ
や
う

道ど
う

を
か
た
れ
ば
、
邪じ

や

は
正せ

い

に
勝か

つ

事
あ
た
は
ず
。
無
理
は
道
理
に
か
つ

事
あ
た
は
ざ
れ
ど
も
、
又
理
の
劫こ

う

ず
る
は
非
の
一
倍ば

い

な
る
事
あ
り
て
、
あ
ま
り
理

が
す
ぎ
れ
ば
お
こ
な
は
れ
ざ
る
事
あ
り
。
博は

く

学が
く

の
人
山さ

ん

川せ
ん

地ち

理り

を
論ろ

ん

ず
る
に
も
、

今
上か

み

方が
た

筋す
じ

大
和
川

や
ま
と
が
わ

な
ど
土ど

砂し
や

高た
か

く
な
り
て
、
切せ

つ

々〳
〵

川
ざ
ら
ゑ
な
ど
あ
り
て
も
、
其

ま
ゝ
川
ど
こ
高た

か

く
な
る
事
は
、
諸し

よ

山ざ
ん

の
木
を
切
つ
く
し
た
る
ゆ
へ
、
草さ

う

木も
く

に
水
を

ふ
く
ま
ず
。
大
雨う

の
時
も
は
げ
山
へ
お
ち
て
、
其
雨あ

め

を
と
ゞ
む
べ
き
枝ゑ

だ

葉は

な
け
れ

ば
、
其
山
の
雨あ

め

の
あ
し
す
ぐ
に
、
土ど

砂し
や

ど
も
河
へ
流な

が

れ
入
て
、
」
（
1
・
ウ
）
大
和

や

ま

と

川が
わ

な
ど
の
様
に
さ
ら
へ
て
も
、
又
あ
と
よ
り
土ど

砂し
ゃ

、
大
雨
ご
と
に
川
上
よ
り
流な

が

れ
こ

む
。
草さ

う

木も
く

な
き
ゆ
へ
、
雨
を
ふ
く
む
べ
き
も
の
な
き
故
な
り
。
禿

か
ぶ
ろ

の
か
し
ら
に
水

を
か
け
た
る
と
、
坊ぼ

う

主ず

の
か
し
ら
に
水
を
か
け
た
る
ご
と
き
と
の
た
と
へ
な
ど
、
始し

終ゞ
う

山さ
ん

川せ
ん

地ち

理り

じ
ま
ん
に
聞き

こ

ゆ
れ
ど
も
、
是
も
学が

く

者し
や

の
見け

ん

識し
き

、
理
の
こ
う
ず
る
は
非

の
一
倍ば

い

と
い
ふ
べ
き
か
。

尤
も
つ
と
も

た
と
へ
を
と
り
、
理り

屈く
つ

を
い
ふ
た
る
所
、
い
や
と

い
は
れ
ざ
る
様
に
書か

き

な
せ
ど
も
、
理
と
わ
ざ
に
成
て
は
、
又
大
小
違ち

が

ふ
た
る
も
の

な
り
。
先ま

づ

草く
さ

木き

は
切
て
も
跡あ

と

よ
り
段だ

ん

々〳
〵

生
ず
る
」
（
2
・
オ
）
も
の
、
せ
ん
ぐ
り
星と

し

霜つ
き

を
つ
め
ば
枝ゑ

だ

葉は

も
し
げ
る
。
是
天
地
生せ

い

々〳
〵

の
道
理
な
り
。
草
木
に
雨あ

め

を
ふ
く
ま
ず
、

大
雨
ご
と
に
山
よ
り
土
砂
を
な
が
し
こ
む
な
ら
ば
、
山
は
次
第
に
平ひ

ら

地ち

に
も
な
る

べ
し
。
曽か

つ

て
草
木
の
雨
を
ふ
く
む
な
ど
の
わ
ざ
に
て
な
し
。
む
か
し
と
違ち

が

ひ
、
山

川
の
分
別
、
今
は
か
し
こ
く
成
て
、
川
は
ゞ
を

夥
を
び
た
ゞ

し
く
ひ
ろ
げ
た
る
ゆ
へ
、
大

水
お
し
来
り
て
も
、
川
は
ゞ
の
せ
ま
き
時
と
ち
が
ひ
、
水す

い

勢せ
い

ひ
ろ
が
り
て
、
お
の

づ
か
ら

堤
つ
ゝ
み

も
も
ち
こ
た
へ
る
事
也
。
水
は
ゞ
ひ
ろ
き
ゆ
へ
、
川
ど
こ
高た

か

く
な
る
筈は

づ

な
り
。
た
と
へ
ば
、
今
は
ゞ
一
間
の
」
（
2
・
ウ
）
舟ふ

ね

に
水
を
一
ぱ
い
入
て
、
其
水

－46－
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時
祈
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と
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れ
し
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、
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ん
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の
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。
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や
う

の
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に
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す
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に
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至
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に
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べ
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冥
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を
加く

わ
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に
、
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に

直
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を
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を
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す
と
あ
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。
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の
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に
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あ
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を

冥
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や
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と
い
ふ
也
。
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の
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を
す
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に
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に
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目
に
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、

心
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も
覚お

ぼ

へ
ず
し
て
、
自し

然ぜ
ん

と
か
な
ふ
を

冥
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ら
き

を
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わ

と
は

（
マ
マ
）

い
ふ
な
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。
草さ

う

木
の
発は

つ

生
し
や
う

す
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が
ご
と
し
。
」
（
19
・
オ
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毎
日
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め
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居ゐ

て
も
伸の

ぶ

る

形
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た
ち

は
見
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。

日
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を
経ふ

る
程
生せ

い

長
ち
や
う

す
る
。
こ
れ
を

冥
み
や
う

加が

と
い
ふ
べ
し
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重て

う
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に
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よ
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に
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事
、
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も
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（
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こ
と
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。
常
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う

道ど
う

を
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ば
、
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に
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た
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、
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ば
お
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れ
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る
事
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く
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く

の
人
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ん
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理り

を
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ん

ず
る
に
も
、

今
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み
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じ
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和
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や
ま
と
が
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ど
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砂し
や

高た
か

く
な
り
て
、
切せ
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川
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ど
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て
も
、
其
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川
ど
こ
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は
、
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よ

山ざ
ん

の
木
を
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く
し
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る
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、
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う
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に
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を
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ず
。
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雨う

の
時
も
は
げ
山
へ
お
ち
て
、
其
雨あ

め

を
と
ゞ
む
べ
き
枝ゑ

だ

葉は

な
け
れ

ば
、
其
山
の
雨あ

め

の
あ
し
す
ぐ
に
、
土ど

砂し
や

ど
も
河
へ
流な

が

れ
入
て
、
」
（
1
・
ウ
）
大
和

や

ま

と

川が
わ

な
ど
の
様
に
さ
ら
へ
て
も
、
又
あ
と
よ
り
土ど

砂し
ゃ

、
大
雨
ご
と
に
川
上
よ
り
流な

が

れ
こ

む
。
草さ

う

木も
く

な
き
ゆ
へ
、
雨
を
ふ
く
む
べ
き
も
の
な
き
故
な
り
。
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の
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に
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を
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と
、
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の
か
し
ら
に
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を
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け
た
る
ご
と
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と
の
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と
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ど
、
始し
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う
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ん
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地ち

理り

じ
ま
ん
に
聞き

こ

ゆ
れ
ど
も
、
是
も
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く

者し
や

の
見け

ん
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き

、
理
の
こ
う
ず
る
は
非

の
一
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い

と
い
ふ
べ
き
か
。
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と
も

た
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を
と
り
、
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を
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、
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や
と
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る
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に
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せ
ど
も
、
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と
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に
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は
、
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大
小
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が
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も
の
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さ
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は
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と

よ
り
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ん
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〵

生
ず
る
」
（
2
・
オ
）
も
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、
せ
ん
ぐ
り
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し

霜つ
き

を
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ば
枝ゑ

だ

葉は

も
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る
。
是
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地
生せ

い
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の
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に
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を
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、
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に
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り
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砂
を
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、
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に
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に
も
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。
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の
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を
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く
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な
ど
の
わ
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に
て
な
し
。
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か
し
と
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が
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山

川
の
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、
今
は
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し
こ
く
成
て
、
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は
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を
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を
び
た
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し
く
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た
る
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、
大

水
お
し
来
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て
も
、
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は
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の
せ
ま
き
時
と
ち
が
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、
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、
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た
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事
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は
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、
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た
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」
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）
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に
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て
、
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を
は
ゞ
一
倍ば

い

の
ひ
ろ
き
ふ
ね
に
う
つ
す
時
は
、
水
ひ
ろ
が
り
て
舟ふ

ね

半
ぶ
ん
に
あ
さ

く
な
る
道
理
な
り
。
平
日
は
水す

い

流り
う

は
増ぞ

う

減げ
ん

な
し
。
わ
ざ
も
な
さ
ず
、
た
ま
〳
〵
の
洪か

う

水ず
い

に
な
り
て
は
、
い
か
ほ
ど
川
上
の
山
に
草
木
し
げ
り
た
り
共
、
川
は
ゞ
せ
ま
く

ば
、
田で

ん

所し
よ

の
分ぶ

ん

み
な
土
砂
入
こ
み
て
、
何
の
用
に
も
立
ま
じ
。
い
ま
川
は
ゞ
ひ
ろ

く
成
て
、
水
勢せ

い

も
お
の
づ
か
ら
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
ゆ
へ
川
床ど

こ

た
か
く
な
る
事
に
は

気
を
つ
け
ず
、
た
ゞ
山
川
の
理
を
お
し
た
る
ま
で
に
て
は
、
わ
ざ
に
成
て
は

塞
ふ
さ
が
つ

て

通つ
う

ぜ
ざ
る
事
お
ほ
し
。
医い

学が
く

綿め
ん

蜜み
つ

に
し
て
、
」
（
3
・
オ
）
万
書
に
く
ら
か
ら
ず
、
博は

く

識し
き

多た

才さ
い

の
医い

者し
や

は
理
が
つ
み
す
ぎ
て
、
か
な
ら
ず

療
り
や
う

治じ

の
わ
ざ
に
な
り
て
は
、
学が

く

問も
ん

ほ
ど
に
き
ゝ
め
の
な
き
や
う
に
な
る
も
の
な
り
。 

 

正
法
に
不ふ

思し

議ぎ

な
し
と
い
ふ
事
、
お
そ
ら
く
は
意ゐ

味み

の
取
ち
が
へ
な
る
べ
し
。
不ふ

思し

議ぎ

と
は
神し

ん

妙
み
や
う

不ふ

測し
ぎ

に
し
て
、
他
よ
り
は
か
り
し
ら
れ
ざ
る
事
な
れ
ば
、
正
法
こ

そ
不
思
議
あ
る
べ
し
。

浄
じ
や
う

土ど

真し
ん

宗し
う

に
九
字
十
字
と
い
ふ
あ
り
。
如に

よ

来ら
い

甚じ
ん

深じ
ん

微み

妙
み
や
う

の
徳と

く

を
称せ

う

美び

し
て
、
南
無
不
可
思し

議ぎ

光
く
わ
う

如に
よ

来ら
い

と
名
づ
く
如
来
は
正
法
な
り
。
定

さ
だ
め

て

正
法
に

怪
あ
や
し
み

な
し
の
心
を
取
ち
が
へ
た
る
妄も

ふ

言げ
ん

な
る
べ
し
。
」
（
3
・
ウ
） 

 

身
は
親を

や

の
遺い

体て
い

な
れ
ば
、
す
こ
し
も
身
を
そ
こ
な
は
ず
、
大
事
に
か
く
る
を
孝

と
す
と
あ
り
。
も
つ
と
も
な
る
事
な
り
。
し
か
し
、
一
概が

い

に
心
得
た
る
時
は
、
事

に
の
ぞ
ん
で

妨
さ
ま
た

げ
る
事
あ
り
。
そ
れ
は
人
に
も
よ
り
、
場ば

所し
よ

に
も
よ
る
べ
し
。
い

か
に
身
を
大
事
に
か
け
る
と
て
、
今
日
武ぶ

士し

と
て
死
す
べ
き
場ば

も
、
い
の
ち
を
お

し
み
の
が
る
ゝ
時
は
、
節せ

つ

義ぎ

を
う
し
な
ふ
の
み
な
ら
ず
、
孝
道
に
も
漏も

る

る
事
な
り
。

か
る
が
ゆ
へ
に
、
戦せ

ん

陣ぢ
ん

に

勇
い
さ
み

な
き
は
孝
に
あ
ら
ず
と
し
め
し
給
ふ
は
、
武ぶ

門も
ん

の
孝

道
な
り
。
く
ら
ゐ
に
よ
り
、
人
に
よ
り
、

尤
も
つ
と
も

心
得
あ
る
べ
き
事
な
り
。
」
（
4
・

オ
） 

 

古
の
聖せ

い

賢け
ん

孝
道
を
説と

き

し
め
し
給
ふ
事
、
十
分
尽じ

ん

頭と
う

な
り
。
聖せ

い

人じ
ん

の

教
お
し
へ

に
て
さ

へ
き
か
ぬ
人
情
な
れ
ば
、
今
更
何
を
説と

き

た
り
共
、
不
孝
者
は
三
世
の
諸
仏
も
捨す

て

は

て
給
ふ
と
い
へ
ば
、
ま
し
て
凡ぼ

ん

夫ぷ

の
手
ぎ
わ
に
て
、
ゆ
き
と
ゞ
く
事
あ
る
べ
か
ら

ず
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
不
孝
を
勝か

つ

手て

次
第
に
せ
よ
と
は
、
み
す
〳
〵
の
不ふ

仁じ
ん

な

れ
ば
、
な
ら
ぬ
ま
で
も
孝
を
す
ゝ
む
る
が
教け

う

訓く
ん

の
法
な
り
。
い
か
程
不
孝
な
る
悪

人
に
て
も
、
我
子
の
不
孝
は
こ
の
む
者
あ
る
ま
じ
。
是
程
に
な
り
や
す
き
孝
行
、
無む

造ざ
う

作さ

な
る
事
を
か
へ
つ
て
逆さ

か

に
ゆ
く
は
何
ぞ
や
。
成
よ
き
善
事
を
き
ら
ひ
、
手て

間ま

」

（
4
・
ウ
）
の
い
る
悪あ

く

事じ

を
す
る
は
、
人
情
に
異ゐ

を
好
む
意い

地ぢ

づ
く
よ
り
、
り
き
み

が
出
て
か
く
の
ご
と
し
。
古
人
も
悪
に
は
入
や
す
く
、
善
に
は
う
つ
り
が
た
し
と
説と

き

し
か
ど
も
、
却

か
へ
つ

て
お
も
ふ
悪
は
水
を
逆さ

か

倒し
ま

に
流な

が

す
ご
と
く
、
よ
ほ
ど
む
つ
か
し
く

大
儀
な
る
物
な
り
。
善
は
水
の
流
れ
に
し
た
が
ふ
ご
と
く
、
何
の
む
つ
か
し
き
事

な
く
、
無む

造ざ
う

作さ

な
り
。
今
日
悪
事
を
お
も
ひ
た
ゝ
ん
に
、
先
づ
人
目
を
ふ
か
く
忍

び
、
呼こ

吸き
う

を
つ
め
、
心
中
の
辛し

ん

苦く

も
や
〳
〵
と
し
て
、
さ
り
迚と

て

は
せ
わ
な
る
事
な

ら
ん
。
善
道
は
人
に
か
く
す
事
も
な
く
、
お
し
は
れ
た
る
わ
ざ
」
（
5
・
オ
）
に
し

て
、
心
中
に
労ら

う

も
な
く
、
ず
ら
〳
〵
と
し
た
る
物
な
れ
ば
、
勝
手
づ
く
に
は
善
道

が
近ち

か

道み
ち

な
る
べ
し
。
人
間
異ゐ

を
好
む
意
地
よ
り
は
じ
ま
り
て
、
幼
童

わ
ら
わ
べ

ま
で
が
川
と

い
へ
ば
海
と
さ
か
ら
ひ
、
そ
の
避く

愛せ

つ
ゐ
に
不
孝
と
い
ふ
悪
事
に
い
た
る
事
な
り
。 

 

婦ふ

人じ
ん

人
に
嫁か

し
て
は
、

嫜

し
う
と
し
う
と
め

に
孝
行
を
す
る
事
、
家
に
有
し
。
父
母
よ
り
も

な
を
大
切
に
つ
か
ゆ
る
は
づ
の
事
ぞ
か
し
。
俗ぞ

く

間か
ん

動
や
ゝ
も
す

れ
ば
姑
と
婦
と
の
中
あ
し

く
な
り
て
、
た
が
ひ
に
い
か
り

憤
い
き
ど
ほ

る
事
の
多
は
い
か
ん
。
こ
れ
こ
そ
有
ま
じ
き

事
に
て
、
畢ひ

つ

竟け
う

は
み
な
婦
た
る
」
（
5
・
ウ
）
人
の
咎と

が

な
る
べ
し
。
其
本
を
推を

し

繹た
づ

ぬ

る
に
、
婦よ

め

た
る
も
の
、
最さ

い

初し
よ

結ゆ
ひ

納ゐ
れ

を
う
け
し
日
よ
り
、
や
が
て
夫
の
家
へ
ゆ
き
な

ば
、
恐を

そ

ら
く

姑
し
う
と
め

に
不
孝
を
な
す
べ
し
と
た
く
む
悪あ

く

念ね
ん

は
、
万
人
に
一
人
も
有
ま

じ
。
姑
も
や
が
て
婦よ

め

来
り
な
ば
、
中
わ
ろ
く
し
て
に
く
む
べ
し
と
お
も
ふ
悪
心
は
、

決け
つ

し
て
あ
る
ま
じ
。
双さ

う

方ほ
う

此
所
み
な
善
念
な
り
。
殊
更

姑
し
う
と
め

は
、
国
に
も
か
へ
じ

と
お
も
ふ
恩を

ん

愛あ
い

の
子
の
妻
た
る
も
の
を
に
く
み
ふ
づ
く
む
べ
き
い
は
れ
な
し
と
い

へ
ど
も
、
な
じ
み
か
さ
な
り
、
心
や
す
く
な
り
て
夫
の
心
に
入
た
る
を
、
女
心
に
功こ

う

に
き
て
、
」
（
6
・
オ
）

姑
し
う
と
め

に
麁そ

末ま
つ

に
あ
た
る
所
よ
り
、
つ
ゐ
に
は
不
孝
の
場
に

い
た
る
事
と
見
え
た
り
。
此
所
を
古
の
聖
人
も
察さ

つ

し
給
ひ
し
に
や
。
教

よ
め
を

レ

婦
お
し
ゆ
る
は

初し
よ

来ら
い

と
説と

き

給
へ
り
。
婦よ

め

に
お
し
ゆ
る
道
は
、
婚
礼
の
初
め
、
い
ま
だ
家
の
勝
手
を
し

ら
ず
、
弁わ

き

ま
へ
ず
、
う
ゐ
〳
〵
し
き
内
に
教お

し

へ
き
か
せ
よ
と
あ
り
て
、
姑
に
は
教

の
言こ

と

葉ば

な
し
。
し
か
る
時
は
邪
侫

ひ

が

む

と
こ
ろ
、
全

ま
つ
た

く
婦
に
有
と
見
へ
た
り
。
愚ぐ

痴ち

無

智ち

の
婦
と
も
い
へ
、

舅
し
う
と

姑
に
孝
行
を
す
る
す
べ
は
し
る
べ
し
。
今
不
孝
の
婦
に
、

な
ん
ぢ
姑
に
不
孝
も
の
と
い
は
ゞ
、
覚
へ
あ
り
と
て
、
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
や
。
又
」（
6
・

ウ
）
孝
行
な
る
婦よ

め

と
い
は
ゞ
、
不
孝
の
覚
へ
は
あ
り
な
が
ら
、
大
に
悦
ぶ
べ
し
。
し

か
れ
ば
、
孝
行
も
か
み
わ
け
た
る
善
念
あ
れ
ば
、
婦
と
し
て

舅
し
う
と

姑
し
う
と
め

に
は
真
実
心

に
孝
行
を
つ
く
し
、
舅
姑
の
た
ん
な
ふ
す
る
や
う
に
勤
む
る
が
婦ふ

徳と
く

の
第
一
ぞ
か

し
。
卑ひ

賤せ
ん

の
卑ひ

俗ぞ
く

、
何
と
わ
き
ま
へ
た
る
事
も
な
く
、

姑
し
う
と
め

は
婦
を
に
く
む
は
づ

の
物
と
法
式し

き

の
や
う
に
い
ひ
な
ら
は
す
事
、
な
げ
か
は
し
き
事
に
あ
ら
ず
や
。 

 

む
か
し
奥
州
の
国こ

く

守し
ゆ

田か

猟り

に
出
ら
れ
し
に
、
道
の

傍
か
た
わ
ら

に
老を

ひ

た
る
母
を
負を

ひ

な
が

ら
、
平へ

い

伏ふ
く

せ
し
人
あ
り
。
国
守
」
（
7
・
オ
）
い
か
な
る
者
ぞ
と
問
給
ふ
に
、
か
の

人
曰い

わ

く
、
此

辺
あ
た
り

に
住
も
の
に
て
候
。
老
母
、
国
守
を
拝
し
奉
ら
ん
と
ね
が
ふ
に
よ

り
、
母
の
心
を
な
ぐ
さ
め
た
き
こ
ゝ
ろ
ざ
し
に
て
か
く
の
ご
と
し
、
と
答こ

た

へ
け
れ

ば
、
国
守
も
其
孝
心
に
感か

ん

じ
て
、
い
ろ
〳
〵
引
手
物
を

賜
た
ま
は

り
て
家
に
帰か

へ

り
ぬ
。
そ

の
後
、
程
を
経へ

て
、
国
守
田か

猟り

に
出
ら
れ
し
に
、
又
前
日
の
如ご

と

く
老
母
を
せ
な
か

に
負を

ひ

て
、
平へ

い

伏ふ
く

し
た
る
男
あ
り
。
国
守
そ
の
ゆ
へ
を
問
給
へ
ば
、
し
か
〴
〵
の
孝

心
を
答
へ
た
り
。
時
に
か
た
へ
の
人
の
も
ふ
さ
く
、
彼か

れ

は
悪あ

く

逆
ぎ
や
く

不
孝
の
も
の
な
り
。

は
じ
め
の
孝
子
を
贋に

せ

て
か
く
の
ご
と
し
。
急
度
」
（
7
・
ウ
）
罪つ

み

し
給
へ
と
い
ふ
。

国
守
の
い
わ
く
、
不
可
な
り
。
此
も
の
不
孝
の
悪
人
な
り
と
い
へ
ど
も
、
す
で
に

孝
行
を
似
せ
た
る
は
、
能
ま
ね
と
い
ふ
べ
し
。

舜
し
ゆ
ん

を
学
ぶ
は
舜
の
徒
な
り
と
て
、

い
ろ
〳
〵
の
引
出
物
を

賜
た
ま
わ
り

し
と
な
り
。
か
り
そ
め
に
も
孝
の
ま
ね
を
す
れ
ば
、

か
く
の
ご
と
き
善
報
あ
り
。 

 

下
々
の
俚り

諺げ
ん

に
、
大
名
の
火
に
く
ば
り
た
る
ご
と
し
と
い
ふ
事
、
大を

ゝ

容や
う

な
る
た

と
へ
に
い
ふ
事
な
り
。
し
か
し
、
い
か
な
る
大
名
と
も
い
へ
、
火
に
く
ば
り
て
よ

い
物
か
。
是
は
大
明
の
火
に
く
ば
る
と
い
ふ
事
な
り
。
大
明
は
日
月
な
り
。
」
（
8
・

オ
）
日
月
の

光
く
わ
う

気き

火
に
く
ば
り
て
も
、
自じ

若
ぢ
ゃ
く

と
し
て
其
本ほ

ん

体た
い

う
ご
か
ぬ
と
い
ふ

心
な
り
。 

 

世
に
善
人
は
少
く
、
悪
人
ば
か
り
多
し
と
口
ぐ
せ
の
様
に
い
ふ
。
甚
だ
心
得
ち

－48－



な
を
大
切
に
つ
か
ゆ
る
は
づ
の
事
ぞ
か
し
。
俗ぞ

く

間か
ん

動
や
ゝ
も
す

れ
ば
姑
と
婦
と
の
中
あ
し

く
な
り
て
、
た
が
ひ
に
い
か
り

憤
い
き
ど
ほ

る
事
の
多
は
い
か
ん
。
こ
れ
こ
そ
有
ま
じ
き

事
に
て
、
畢ひ

つ

竟け
う

は
み
な
婦
た
る
」
（
5
・
ウ
）
人
の
咎と

が

な
る
べ
し
。
其
本
を
推を

し

繹た
づ

ぬ

る
に
、
婦よ

め

た
る
も
の
、
最さ

い

初し
よ

結ゆ
ひ

納ゐ
れ

を
う
け
し
日
よ
り
、
や
が
て
夫
の
家
へ
ゆ
き
な

ば
、
恐を

そ

ら
く

姑
し
う
と
め

に
不
孝
を
な
す
べ
し
と
た
く
む
悪あ

く

念ね
ん

は
、
万
人
に
一
人
も
有
ま

じ
。
姑
も
や
が
て
婦よ

め

来
り
な
ば
、
中
わ
ろ
く
し
て
に
く
む
べ
し
と
お
も
ふ
悪
心
は
、

決け
つ

し
て
あ
る
ま
じ
。
双さ

う

方ほ
う

此
所
み
な
善
念
な
り
。
殊
更

姑
し
う
と
め

は
、
国
に
も
か
へ
じ

と
お
も
ふ
恩を

ん

愛あ
い

の
子
の
妻
た
る
も
の
を
に
く
み
ふ
づ
く
む
べ
き
い
は
れ
な
し
と
い

へ
ど
も
、
な
じ
み
か
さ
な
り
、
心
や
す
く
な
り
て
夫
の
心
に
入
た
る
を
、
女
心
に
功こ

う

に
き
て
、
」
（
6
・
オ
）

姑
し
う
と
め

に
麁そ

末ま
つ

に
あ
た
る
所
よ
り
、
つ
ゐ
に
は
不
孝
の
場
に

い
た
る
事
と
見
え
た
り
。
此
所
を
古
の
聖
人
も
察さ

つ

し
給
ひ
し
に
や
。
教

よ
め
を

レ

婦
お
し
ゆ
る
は

初し
よ

来ら
い

と
説と

き

給
へ
り
。
婦よ

め

に
お
し
ゆ
る
道
は
、
婚
礼
の
初
め
、
い
ま
だ
家
の
勝
手
を
し

ら
ず
、
弁わ

き

ま
へ
ず
、
う
ゐ
〳
〵
し
き
内
に
教お

し

へ
き
か
せ
よ
と
あ
り
て
、
姑
に
は
教

の
言こ

と

葉ば

な
し
。
し
か
る
時
は
邪
侫

ひ

が

む

と
こ
ろ
、
全

ま
つ
た

く
婦
に
有
と
見
へ
た
り
。
愚ぐ

痴ち

無

智ち

の
婦
と
も
い
へ
、

舅
し
う
と

姑
に
孝
行
を
す
る
す
べ
は
し
る
べ
し
。
今
不
孝
の
婦
に
、

な
ん
ぢ
姑
に
不
孝
も
の
と
い
は
ゞ
、
覚
へ
あ
り
と
て
、
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
や
。
又
」（
6
・

ウ
）
孝
行
な
る
婦よ

め

と
い
は
ゞ
、
不
孝
の
覚
へ
は
あ
り
な
が
ら
、
大
に
悦
ぶ
べ
し
。
し

か
れ
ば
、
孝
行
も
か
み
わ
け
た
る
善
念
あ
れ
ば
、
婦
と
し
て

舅
し
う
と

姑
し
う
と
め

に
は
真
実
心

に
孝
行
を
つ
く
し
、
舅
姑
の
た
ん
な
ふ
す
る
や
う
に
勤
む
る
が
婦ふ

徳と
く

の
第
一
ぞ
か

し
。
卑ひ

賤せ
ん

の
卑ひ

俗ぞ
く

、
何
と
わ
き
ま
へ
た
る
事
も
な
く
、

姑
し
う
と
め

は
婦
を
に
く
む
は
づ

の
物
と
法
式し

き

の
や
う
に
い
ひ
な
ら
は
す
事
、
な
げ
か
は
し
き
事
に
あ
ら
ず
や
。 

 

む
か
し
奥
州
の
国こ

く

守し
ゆ

田か

猟り

に
出
ら
れ
し
に
、
道
の

傍
か
た
わ
ら

に
老を

ひ

た
る
母
を
負を

ひ

な
が

ら
、
平へ

い

伏ふ
く

せ
し
人
あ
り
。
国
守
」
（
7
・
オ
）
い
か
な
る
者
ぞ
と
問
給
ふ
に
、
か
の

人
曰い

わ

く
、
此

辺
あ
た
り

に
住
も
の
に
て
候
。
老
母
、
国
守
を
拝
し
奉
ら
ん
と
ね
が
ふ
に
よ

り
、
母
の
心
を
な
ぐ
さ
め
た
き
こ
ゝ
ろ
ざ
し
に
て
か
く
の
ご
と
し
、
と
答こ

た

へ
け
れ

ば
、
国
守
も
其
孝
心
に
感か

ん

じ
て
、
い
ろ
〳
〵
引
手
物
を

賜
た
ま
は

り
て
家
に
帰か

へ

り
ぬ
。
そ

の
後
、
程
を
経へ

て
、
国
守
田か

猟り

に
出
ら
れ
し
に
、
又
前
日
の
如ご

と

く
老
母
を
せ
な
か

に
負を

ひ

て
、
平へ

い

伏ふ
く

し
た
る
男
あ
り
。
国
守
そ
の
ゆ
へ
を
問
給
へ
ば
、
し
か
〴
〵
の
孝

心
を
答
へ
た
り
。
時
に
か
た
へ
の
人
の
も
ふ
さ
く
、
彼か

れ

は
悪あ

く

逆
ぎ
や
く

不
孝
の
も
の
な
り
。

は
じ
め
の
孝
子
を
贋に

せ

て
か
く
の
ご
と
し
。
急
度
」
（
7
・
ウ
）
罪つ

み

し
給
へ
と
い
ふ
。

国
守
の
い
わ
く
、
不
可
な
り
。
此
も
の
不
孝
の
悪
人
な
り
と
い
へ
ど
も
、
す
で
に

孝
行
を
似
せ
た
る
は
、
能
ま
ね
と
い
ふ
べ
し
。

舜
し
ゆ
ん

を
学
ぶ
は
舜
の
徒
な
り
と
て
、

い
ろ
〳
〵
の
引
出
物
を

賜
た
ま
わ
り

し
と
な
り
。
か
り
そ
め
に
も
孝
の
ま
ね
を
す
れ
ば
、

か
く
の
ご
と
き
善
報
あ
り
。 

 

下
々
の
俚り

諺げ
ん

に
、
大
名
の
火
に
く
ば
り
た
る
ご
と
し
と
い
ふ
事
、
大を

ゝ

容や
う

な
る
た

と
へ
に
い
ふ
事
な
り
。
し
か
し
、
い
か
な
る
大
名
と
も
い
へ
、
火
に
く
ば
り
て
よ

い
物
か
。
是
は
大
明
の
火
に
く
ば
る
と
い
ふ
事
な
り
。
大
明
は
日
月
な
り
。
」
（
8
・

オ
）
日
月
の

光
く
わ
う

気き

火
に
く
ば
り
て
も
、
自じ

若
ぢ
ゃ
く

と
し
て
其
本ほ

ん

体た
い

う
ご
か
ぬ
と
い
ふ

心
な
り
。 

 

世
に
善
人
は
少
く
、
悪
人
ば
か
り
多
し
と
口
ぐ
せ
の
様
に
い
ふ
。
甚
だ
心
得
ち

－49－



が
ひ
な
り
。
今
現げ

ん

に
京
ば
か
り
を
以
て
い
は
ゞ
、
男
女
の
数
凡を

よ

そ
二
百
万
人
も
有

べ
し
。
此
多
き
中
に
大
そ
れ
た
る
悪
人
は
一
人
か
二
人
か
に
、
悪
の
も
の
わ
づ
か

十
人
廿
人
を
以
て
か
ぞ
へ
つ
べ
し
。
残
り
た
る
人
は
み
な
善
人
な
り
。
一
つ
〳
〵

心
内
を
さ
が
さ
ば
、
聖せ

い

賢け
ん

も
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
、
夫
は
い
に
し
へ
に
も
ま
れ
也
。

聖
人
は
生せ

い

民み
ん

有
て
よ
り
、
後
に
も
先
に
も
孔か

う

子し

の
」
（
8
・
ウ
）
様
な
る
は
な
し
。

大
概が

い

人
間
の
吟ぎ

ん

味み

、
百
万
人
の
内
に
三
五
人
の
出
入
こ
じ

（
マ
マ
）

も
あ
れ
ど
も
、
残
り
た

る
人
間
み
な
善
人
な
れ
ば
、
卑ひ

賤せ
ん

と
い
へ
ど
も
学
問
と
い
ふ
事
わ
き
ま
へ
ず
ん
ば

あ
る
べ
か
ら
ず
。 

 

成
立

せ
い
り
つ

難

如

の
か
た
き
は

レ

升

て
ん
に
の
ぼ
る

レ

天
が
ご
と
し

、

覆

墜

易

ふ
く
つ
ゐ
の
や
す
き
は

如け
を

レ

燎
や
く
が

レ

毛
ご
と
し

と
い
へ
り
。
相
続
の

成
し
が
た
き
事
、
天
に
升の

ぼ

る
ご
と
く
、
破や

ぶ

る
事
は
一
筋す

じ

の
毛
を
や
く
よ
り
無
造
作

な
り
。
俚り

諺げ
ん

に
、
家
を
覆こ

ぼ

て
ば
釘く

ぎ

の

値
あ
た
ひ

と
い
ふ
も
此
心
な
り
。
金
銀
を
か
り
て
耳み

ゝ

を
そ
ろ
へ
て
返へ

ん

弁べ
ん

す
る
は
天
に
升
る
よ
り
大
儀
に
、
不
埒
を
す
る
は
毛
を
や
く
よ

り
も
心
や
す
き
な
ら
ひ
」
（
9
・
オ
）
な
り
。
然
れ
ど
も
、
人
情
の
欲
と
い
ふ
物
は
、

は
な
れ
が
た
き
も
の
に
て
、
莫ば

く

大だ
い

の
利り

足
を
寝ね

な
が
ら
儲も

う

け
る
事
な
れ
ば
、
や
め

ら
れ
ぬ
も
理
り
な
る
べ
し
。
世
の
中
は
一
損そ

ん

一
徳
に
て
、
彼か

れ

に
得と

く

あ
れ
ば
是
に
損

あ
り
。

長
ち
や
う

短た
ん

得と
く

失し
つ

平べ
う

等ど
う

に
行
わ
た
ら
ぬ
が
世
の
分あ

り

野さ
ま

な
る
べ
し
。 

利り

口こ
う

の
邦ほ

う

家か

を
く
つ
が
へ
す
事
を
に
く
む
と
古
人
も
い
へ
り
。
何
に
て
も
い
へ

ば
い
は
る
ゝ
物
。
糟ぬ

糠か

の
く
づ
れ
た
る
事
に
も
理
を
付
て
い
へ
ば
、
い
は
る
ゝ
口

上
は
重て

う

宝ほ
う

な
る
物
よ
な
ふ
。

紫
む
ら
さ
き

野の

の
一
休き

う

小
僧ぞ

う

の
時
、
外
よ
り
檀だ

ん

那な

が
来
り
、

是
小
僧
ど
の
、
袂

た
も
と

屎く
そ

は
ど
こ
」
（
9
・
ウ
）
か
ら
出
る
ぞ
。
小
僧
の
曰い

わ

く
、
臂ひ

じ

臀し
り

と

い
ふ
尻し

り

か
ら
こ
く
。
目め

屎く
そ

は
い
か
ん
。
眦

ま
じ
り

と
い
ふ
尻し

り

か
ら
こ
く
。
ぼ
ん
の
く
ぼ
は

い
か
ん
。
あ
た
ま
に
お
ど
り
有
ゆ
へ
と

答
こ
た
へ

ら
れ
き
。
口く

ち

器き

用や
う

な
る
物
は
、
い
ろ
〳

〵
に
い
ひ
ま
は
す
事
な
り
。
右
の
檀だ

ん

那な

我が

を
折
、
い
そ
ぎ
立
か
へ
る
時
、
一
休き

う

の

曰
い
わ
く

、

な
ん
ぢ
是
よ
り
何い

づ

方か
た

へ
行
や
。
檀だ

ん

那な

腰こ
し

の

扇
を
ゝ
ぎ

を
ぬ
き
見
せ
れ
ば
、
一
休
そ
れ
は
あ

て
字
な
り
と
い
は
れ
き
。
扇

を
ゝ
ぎ

は
戸
羽

と

ば

と
書か

け

り
。
夫
ゆ
へ
、
と
ば
へ
行
心
を
し
め
す

と
い
へ
共
、
元
来
と
ば
は
鳥
の
羽
と
か
く
ゆ
へ
、
あ
て
字
と
い
は
れ
た
る
。
一
休

の
頓と

ん

智ち

、
口
き
ゝ
の
上
も
り
、
い
へ
ば
い
は
る
ゝ
言
葉
の
た
ね
な
る
べ
し
。
」
（
10
・

オ
） 

 

楊や
う

貴き

妃ひ

、
一
旦た

ん

玄げ
ん

宗そ
う

の
心
に
た
が
ふ
て
芙ふ

蓉や
う

宮き
う

に
居ゐ

た
り
し
時
、
君き

み

に
思
し
召

出
さ
れ
て
、
高か

う

力り
き

士し

に
楊や

う

貴き

妃ひ

が
安あ

ん

否ぴ

を
問と

は

し
め
給
ふ
。
楊や

う

貴き

妃ひ

君
恩
の
有
が
た

き

余
あ
ま
り

、

涙
な
み
だ

と
共
に
我わ

が

黒く
ろ

髪か
み

を
き
り
、
恩
を
謝じ

や

す
。
高か

う

力り
き

士し

、
そ
の
ゆ
へ
を
と
へ

ば
、
楊
貴
妃
が

曰
い
わ
く

、
我
に
あ
る
所
の
万ば

ん

器き

衣ゐ

食
し
よ
く

玉
ぎ
よ
く

帛は
く

、
い
づ
れ
か
君
の
物
に
あ

ら
ざ
る
事
な
し
。
君
の
物
を
以
て
君
の
恩
を
謝じ

や

す
る
道
理
な
し
。
我
一
身
の
う
ち
、

髪か
み

は
我
父
母
よ
り
も
ら
ひ
し
物
な
れ
ば
、
是
ば
か
り
は
我
所
持
の
物
ゆ
へ
、
是
に

て
恩を

ん

を
謝じ

や

し
奉
る
と
言
け
れ
ば
、
玄げ

ん

宗そ
う

も
是
に
感か

ん

嘆た
ん

し
給
ふ
て
、
再

ふ
た
ゝ

び
寵て

う

愛あ
い

厚あ
つ

か

り
し
と
い
へ
り
。
女
」
（
10
・
ウ
）
な
が
ら
も
理り

一
分ぶ

ん

殊し
ゆ

を
よ
く
わ
き
ま
へ
た
り
と

い
ふ
べ
し
。 

 

人
間
は
貴き

賤せ
ん

と
も
に

冥
み
や
う

加が

と
い
ふ
も
の
を
能
々
理の

み

会こ
み

て
体た

い

認に
ん

す
べ
き
事
な
り
。

此
二
字
が
学
問
の
吉き

つ

粋す
い

な
り
。
唐と

う

土ど

に
は

冥
み
や
う

加が

の
二
字
を
説
お
と
せ
し
ゆ
へ
、
学

問
の
心
に
し
ま
り
な
し
。
冥
加
は
神し

ん

慮り
よ

に
あ
づ
か
る
所
に
し
て
、
貴
賤
一

生
し
や
う

長
ち
や
う

寿じ
ゆ

百
ひ
や
く

祥
し
や
う

の

基
も
と
ひ

と
知
べ
し
。
大
人じ

ん

の
冥
加
あ
り
。
下げ

民み
ん

の
冥
加
あ
り
。
悪
人
は
冥
加

に
つ
き
て
一
生
を
た
も
た
ず
。
俗ぞ

く

間か
ん

に
、
信し

ん

あ
れ
ば
徳と

く

あ
り
と
い
へ
り
。
信し

ん

徳と
く

を
兼か

ね

た
る
を
冥
加
と
い
へ
り
。
大
人
は
太た

い

平へ
い

治ち

化く
わ

に
居
て
、

枕
ま
く
ら

を
高
く
し
て

楽
た
の
し
み

を
」

（
11
・
オ
）
極き

わ

め
、
下
民
は
太
平
治
化
を
い
た
ゞ
ゐ
て
、
生せ

い

理り

を
安や

す

ん
じ
て
心

静
し
づ
か

な

り
。
こ
ゝ
に
気
を
付
て
、
せ
め
て
一
日
に
一
度
づ
ゝ
は
有
が
た
き
事
と
お
も
ふ
所

が
冥
加
と
い
ふ
も
の
な
り
。
上う

へ

つ
か
た
よ
り
仁じ

ん

慈じ

を

施
ほ
ど
こ

し
給
て
、
愛あ

い

慇み
ん

ゆ
き
わ
た

る
と
い
へ
ど
も
、
下
民
う
か
〳
〵
と
し
て
、
結け

つ

句く

疎そ

懶ら
い

の

情
じ
や
う

を
い
だ
く
時
は
、
民

に
七
年
の

惶
く
わ
う

損そ
ん

有あ
り

と
い
へ
り
。 

 
 

 

足た
る

事
を
し
る
を
俗ぞ

く

呼よ
ん

で
足た

ん

納の
ふ

と
い
ふ
。
四
民
僧そ

う

俗ぞ
く

共
に
我
に
そ
な
は
り
た
る

職
し
よ
く

分ぶ
ん

に
た
ん
な
ふ
し
て
、
外
を
ね
が
は
ぬ
を

勤
つ
と
め

と
い
ひ
て
、
是
直す

ぐ

に
学
問
な
り
。

か
の
」
（
11
・
ウ
）
瘖を

し

聾
つ
ん
ぼ

を
見
る
べ
し
。
人
間
と
は
六
根こ

ん

の
内う

ち

二
根
不
足
し
て
、
片か

た

輪わ

に
て
不ふ

自じ

由ゆ

な
る
事
な
れ
ど
も
、
仕し

形か
た

に
て
会ゑ

釈
し
や
く

す
れ
ば
、
何
も
か
も
理が

会て
ん

し

て
、
い
さ
ゝ
か
不
自
由
な
る
こ
と
も
な
し
。
こ
れ
仕し

形か
た

は
瘖を

し

聾
つ
ん
ぼ

の
た
め
の
学
問
な

り
。
六
根
そ
な
は
り
た
る
人
間
に
は
、
動や

ゝ

も
す
れ
ば
非
道
を
た
く
む
者
も
あ
り
。

む
か
し
よ
り
瘖
聾
の
悪
事
仕
出
し
た
る
こ
と
を
聞
ず
。
六
根
揃そ

ろ

ふ
た
る
身
に
し
て

不ふ

正せ
い

を
な
す
は
、
浅
ま
し
き
事
に
あ
ら
ず
や
。 

 

近
年
は
天
台だ

い

宗し
う

・
華け

厳ご
ん

宗し
う

・
法ほ

つ

花け

・
浄

じ
や
う

土ど

、
諸
宗
の
」
（
12
・
オ
）
博は

く

僧そ
う

出
て
、

是ぜ

非ひ

得と
く

失し
つ

の
討と

う

論ろ
ん

、
説せ

つ

派わ

筆ひ
つ

陣ぢ
ん

の
印ゐ

ん

行か
う

、
若そ

こ

許ば
く

出
し
が
、
釈

し
や
く

尊そ
ん

な
け
れ
ば
、
面
々

い
ひ
勝が

ち

高
名
に
て
、
一
決け

つ

せ
し
事
も
な
し
。
大
か
た
は
円ゑ

ん

寂
じ
や
く

し
て
、
跡あ

と

に
生
き
残

り
し
僧
が
勝か

ち

に
な
り
た
る
も
お
か
し
。
あ
る
隠ゐ

ん

者じ
や

の
五
人
、
連れ

ん

歌が

の

会
く
わ
い

に
出
て
、

打
つ
れ
帰
る
さ
に
、
一
人
は
四
つ
辻
に
て
相
わ
か
れ
り
。
残
り
四
人
が
評へ

う

じ
て
、

今
の
仁
の
今
日
の
詠ゑ

い

草さ
う

、
お
も
ひ
き
や
の
五
文
字
は
、
あ
ま
り
古
め
か
し
き
歌
と

そ
し
り
合
行
し
が
、
又
一
人
寺て

ら

町ま
ち

に
て
わ
か
れ
行
け
り
。
の
こ
り
三
人
が
、
あ
の

八
文
字
や
の
今
日
の
歌
、
見
わ
た
せ
ば
の
」
（
12
・
ウ
）
五
字
は
、
ど
ふ
や
ら
和
歌

の
三
夕せ

き

を
似
せ
た
る
様
な
ど
そ
し
り
合
、
又
一
人
四
条
に
て
相
わ
か
れ
け
り
。
残

り
二
人
が
此
素そ

伯は
く

の
今
日
の
歌
は
、
つ
き
に
け
る
か
な
の
と
ま
り
、
ど
ふ
や
ら
高た

か

砂さ
ご

の
小
う
た
ひ
の
格か

く

と
評
し
、
程
な
く
今
一
人
宝
町
の
辻
に
て
わ
か
れ
け
り
。
一
人

の
遁と

ん

世せ
い

者じ
や

が
堀ほ

り

川か
わ

の
辻
に
て
小
者
に
む
か
ひ
、
今け

日ふ

の
連れ

ん

衆じ
ゆ

は
み
な
下へ

手た

な
り
と

い
ひ
け
れ
ば
、
小
者
が
返へ

ん

答じ

に
、
あ
と
に
の
こ
り
た
る
み
ち
の
遠
き
御
方
が
御
上

手
と
見
へ
た
り
と
い
ひ
し
と
ぞ
。
近
年
の
論ろ

ん

僧そ
う

も
な
が
い
き
し
て
、
あ
と
に
残
り

た
る
が
関せ

き

取と
り

と
見
へ
た
り
。
」
（
13
・
オ
） 

 

人
と
し
て
不ふ

成
じ
や
う

日び

を
ゑ
ら
び
、
又
男
女
の
縁ゑ

ん

に
相
生
を
吟
味
す
る
事
、
よ
く
〳

〵
気
を
付
て
見
れ
ば
、
面
々
の
得ゑ

手て

勝か
つ

手て

よ
り
お
こ
る
事
と
見
へ
た
り
。
不
成
日

な
ど
児
女
の
当
分
の
心
や
す
め
は
各か

く

別べ
つ

の
事
、
丈

じ
や
う

夫ぶ

た
る
も
の
、
あ
な
が
ち
に
用

ゆ
る
事
、
用
捨
あ
る
べ
き
事
也
。
人
間
の
大
事
は
誕た

ん

生
じ
や
う

日に
ち

な
る
べ
し
。
我
が
生
れ

出
る
日
に
し
て
、
一
生
の
安あ

ん

否ぴ

の
あ
づ
か
る
所
な
り
。
幾い

く

千
万
人
か
不
成
日
に
生

れ
る
人
あ
り
。
こ
れ
ゑ
ら
び
て
不
成
日
を

除
の
ぞ
い

て
翌よ

く

日じ
つ

ま
で
の
ば
す
事
な
ら
ざ
る
所

あ
れ
ば
、
此
一
大
事
の
不
成
日
は
、
人
々
し
ら
ぬ
ふ
り
に
て
、
」
（
13
・
ウ
）
う
ち

過
ぬ
。
義よ

し

経つ
ね

生い
く

田た

の
森も

り

の
矢や

合
あ
わ
せ

の
日
は
、
往わ

う

亡
日

も
う
に
ち

に
あ
た
れ
り
。
軍ぐ

ん

士し

み
な
往わ

う

亡も
う

日に
ち

は
往ゆ

き

て

亡
ほ
ろ
ぶ

る
と
書
た
れ
ば
、
此
軍
よ
ろ
し
か
る
ま
じ
と
い
ひ
け
れ
ば
、
義
経
の

－50－



百
ひ
や
く

祥
し
や
う

の

基
も
と
ひ

と
知
べ
し
。
大
人じ

ん

の
冥
加
あ
り
。
下げ

民み
ん

の
冥
加
あ
り
。
悪
人
は
冥
加

に
つ
き
て
一
生
を
た
も
た
ず
。
俗ぞ

く

間か
ん

に
、
信し

ん

あ
れ
ば
徳と

く

あ
り
と
い
へ
り
。
信し

ん

徳と
く

を
兼か

ね

た
る
を
冥
加
と
い
へ
り
。
大
人
は
太た

い

平へ
い

治ち

化く
わ

に
居
て
、

枕
ま
く
ら

を
高
く
し
て

楽
た
の
し
み

を
」

（
11
・
オ
）
極き

わ

め
、
下
民
は
太
平
治
化
を
い
た
ゞ
ゐ
て
、
生せ

い

理り

を
安や

す

ん
じ
て
心

静
し
づ
か

な

り
。
こ
ゝ
に
気
を
付
て
、
せ
め
て
一
日
に
一
度
づ
ゝ
は
有
が
た
き
事
と
お
も
ふ
所

が
冥
加
と
い
ふ
も
の
な
り
。
上う

へ

つ
か
た
よ
り
仁じ

ん

慈じ

を

施
ほ
ど
こ

し
給
て
、
愛あ

い

慇み
ん

ゆ
き
わ
た

る
と
い
へ
ど
も
、
下
民
う
か
〳
〵
と
し
て
、
結け

つ

句く

疎そ

懶ら
い

の

情
じ
や
う

を
い
だ
く
時
は
、
民

に
七
年
の

惶
く
わ
う

損そ
ん

有あ
り

と
い
へ
り
。 

 
 

 

足た
る

事
を
し
る
を
俗ぞ

く

呼よ
ん

で
足た

ん

納の
ふ

と
い
ふ
。
四
民
僧そ

う

俗ぞ
く

共
に
我
に
そ
な
は
り
た
る

職
し
よ
く

分ぶ
ん

に
た
ん
な
ふ
し
て
、
外
を
ね
が
は
ぬ
を

勤
つ
と
め

と
い
ひ
て
、
是
直す

ぐ

に
学
問
な
り
。

か
の
」
（
11
・
ウ
）
瘖を

し

聾
つ
ん
ぼ

を
見
る
べ
し
。
人
間
と
は
六
根こ

ん

の
内う

ち

二
根
不
足
し
て
、
片か

た

輪わ

に
て
不ふ

自じ

由ゆ

な
る
事
な
れ
ど
も
、
仕し

形か
た

に
て
会ゑ

釈
し
や
く

す
れ
ば
、
何
も
か
も
理が

会て
ん

し

て
、
い
さ
ゝ
か
不
自
由
な
る
こ
と
も
な
し
。
こ
れ
仕し

形か
た

は
瘖を

し

聾
つ
ん
ぼ

の
た
め
の
学
問
な

り
。
六
根
そ
な
は
り
た
る
人
間
に
は
、
動や

ゝ

も
す
れ
ば
非
道
を
た
く
む
者
も
あ
り
。

む
か
し
よ
り
瘖
聾
の
悪
事
仕
出
し
た
る
こ
と
を
聞
ず
。
六
根
揃そ

ろ

ふ
た
る
身
に
し
て

不ふ

正せ
い

を
な
す
は
、
浅
ま
し
き
事
に
あ
ら
ず
や
。 

 

近
年
は
天
台だ

い

宗し
う

・
華け

厳ご
ん

宗し
う

・
法ほ

つ

花け

・
浄

じ
や
う

土ど

、
諸
宗
の
」
（
12
・
オ
）
博は

く

僧そ
う

出
て
、

是ぜ

非ひ

得と
く

失し
つ

の
討と

う

論ろ
ん

、
説せ

つ

派わ

筆ひ
つ

陣ぢ
ん

の
印ゐ

ん

行か
う

、
若そ

こ

許ば
く

出
し
が
、
釈

し
や
く

尊そ
ん

な
け
れ
ば
、
面
々

い
ひ
勝が

ち

高
名
に
て
、
一
決け

つ

せ
し
事
も
な
し
。
大
か
た
は
円ゑ

ん

寂
じ
や
く

し
て
、
跡あ

と

に
生
き
残

り
し
僧
が
勝か

ち

に
な
り
た
る
も
お
か
し
。
あ
る
隠ゐ

ん

者じ
や

の
五
人
、
連れ

ん

歌が

の

会
く
わ
い

に
出
て
、

打
つ
れ
帰
る
さ
に
、
一
人
は
四
つ
辻
に
て
相
わ
か
れ
り
。
残
り
四
人
が
評へ

う

じ
て
、

今
の
仁
の
今
日
の
詠ゑ

い

草さ
う

、
お
も
ひ
き
や
の
五
文
字
は
、
あ
ま
り
古
め
か
し
き
歌
と

そ
し
り
合
行
し
が
、
又
一
人
寺て

ら

町ま
ち

に
て
わ
か
れ
行
け
り
。
の
こ
り
三
人
が
、
あ
の

八
文
字
や
の
今
日
の
歌
、
見
わ
た
せ
ば
の
」
（
12
・
ウ
）
五
字
は
、
ど
ふ
や
ら
和
歌

の
三
夕せ

き

を
似
せ
た
る
様
な
ど
そ
し
り
合
、
又
一
人
四
条
に
て
相
わ
か
れ
け
り
。
残

り
二
人
が
此
素そ

伯は
く

の
今
日
の
歌
は
、
つ
き
に
け
る
か
な
の
と
ま
り
、
ど
ふ
や
ら
高た

か

砂さ
ご

の
小
う
た
ひ
の
格か

く

と
評
し
、
程
な
く
今
一
人
宝
町
の
辻
に
て
わ
か
れ
け
り
。
一
人

の
遁と

ん

世せ
い

者じ
や

が
堀ほ

り

川か
わ

の
辻
に
て
小
者
に
む
か
ひ
、
今け

日ふ

の
連れ

ん

衆じ
ゆ

は
み
な
下へ

手た

な
り
と

い
ひ
け
れ
ば
、
小
者
が
返へ

ん

答じ

に
、
あ
と
に
の
こ
り
た
る
み
ち
の
遠
き
御
方
が
御
上

手
と
見
へ
た
り
と
い
ひ
し
と
ぞ
。
近
年
の
論ろ

ん

僧そ
う

も
な
が
い
き
し
て
、
あ
と
に
残
り

た
る
が
関せ

き

取と
り

と
見
へ
た
り
。
」
（
13
・
オ
） 

 

人
と
し
て
不ふ

成
じ
や
う

日び

を
ゑ
ら
び
、
又
男
女
の
縁ゑ

ん

に
相
生
を
吟
味
す
る
事
、
よ
く
〳

〵
気
を
付
て
見
れ
ば
、
面
々
の
得ゑ

手て

勝か
つ

手て

よ
り
お
こ
る
事
と
見
へ
た
り
。
不
成
日

な
ど
児
女
の
当
分
の
心
や
す
め
は
各か

く

別べ
つ

の
事
、
丈

じ
や
う

夫ぶ

た
る
も
の
、
あ
な
が
ち
に
用

ゆ
る
事
、
用
捨
あ
る
べ
き
事
也
。
人
間
の
大
事
は
誕た

ん

生
じ
や
う

日に
ち

な
る
べ
し
。
我
が
生
れ

出
る
日
に
し
て
、
一
生
の
安あ

ん

否ぴ

の
あ
づ
か
る
所
な
り
。
幾い

く

千
万
人
か
不
成
日
に
生

れ
る
人
あ
り
。
こ
れ
ゑ
ら
び
て
不
成
日
を

除
の
ぞ
い

て
翌よ

く

日じ
つ

ま
で
の
ば
す
事
な
ら
ざ
る
所

あ
れ
ば
、
此
一
大
事
の
不
成
日
は
、
人
々
し
ら
ぬ
ふ
り
に
て
、
」
（
13
・
ウ
）
う
ち

過
ぬ
。
義よ

し

経つ
ね

生い
く

田た

の
森も

り

の
矢や

合
あ
わ
せ

の
日
は
、
往わ

う

亡
日

も
う
に
ち

に
あ
た
れ
り
。
軍ぐ

ん

士し

み
な
往わ

う

亡も
う

日に
ち

は
往ゆ

き

て

亡
ほ
ろ
ぶ

る
と
書
た
れ
ば
、
此
軍
よ
ろ
し
か
る
ま
じ
と
い
ひ
け
れ
ば
、
義
経
の

－51－



曰い
わ

く
、
み
な
〳
〵
点て

ん

の
付
や
う
あ
し
く
、
往ゆ

き

て
ほ
ろ
ぼ
す
と
い
ふ
の
吉
日
な
り
と

て
打
立
、
つ
ゐ
に
そ
の
日
の
い
く
さ
に
十
分
の

勝
し
や
う

利り

を
得
給
ひ
け
り
。
夫
婦
の
縁ゑ

ん

は
さ
る
事
な
れ
ど
も
、
五
倫り

ん

の
う
ち
君く

ん

臣し
ん

ほ
ど
お
も
き
も
の
な
し
。
い
に
し
へ
よ

り
君
臣
の
間
に
、
相
生
を
見
て
め
し
か
ゝ
へ
た
る
事
も
つ
か
へ
た
る
事
も
な
し
。

父
子
の
間
も
火ひ

性
し
や
う

の
父
に
水
性
金
性
の
子
あ
り
。
」
（
14
・
オ
）
い
か
ん
と
も
す
る

事
な
け
れ
ば
、
男
女
の
縁
組
相
生
を
見
る
に
及
ば
ぬ
事
と
お
も
ふ
な
り
。
か
く
い

へ
ば
と
て
、
物
事
か
き
や
ぶ
り
な
る
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
万
事
か
き
や
ぶ
り
に
な

れ
ば
、
凡ぼ

ん

俗ぞ
く

の
な
ら
ひ

必
か
な
ら

ず
悔く

や

み
に
成
事
も
お
ほ
し
。
も
つ
と
も
、
目
か
り
了れ

う

簡け
ん

を
つ
け
て
、
物
ご
と
相さ

う

応を
う

を
も
ち
い
た
し
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

功く

徳ど
く

ふ
か
し
と
て
、
正
月
の
元

日
に
、
大を

ゝ

福ぶ
く

を
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
も
い
は
ゝ
れ
ま
じ
。
先ま

づ

不
相
応
な
り
。
易ゑ

き

に
吉き

ち

凶け
う

悔
く
わ
い

吝り
ん

の
四
つ
を
と
く
事
、
其
む
ね
ふ
か
い
か
な
。
四
つ
の
内
、
こ
と
に

悔
く
わ
い

の

事
を
聖
人

せ
い
じ
ん

も
お
も
く
語
給
へ
り
。
そ
れ
」
（
14
・
ウ
）
人
は
、
吉
に
あ
ふ
て
は
当
惑

と
う
わ
く

も

な
く
、
相
談
相
手
も
な
く
、
み
ん
ご
と
我
と
我
手
に
処し

よ

す
る
事
也
。
凶け

う

に
成
て
は

悪
ゆ
へ
、
当
惑
し
て
み
づ
か
ら
さ
ば
く
事
な
り
が
た
く
、
人
と
相
談
の
み
す
る
事

な
り
。
悔
と
は
後こ

う

悔
く
わ
い

と
い
ふ
心
な
り
。
人
々
毎
日
の
所
為

し

わ

ざ

、
そ
の
跡
は
大
か
た
後

悔
に
な
る
事
な
り
。
吝り

ん

は
決け

つ

断だ
ん

な
き
事
、
仏ぶ

つ

者し
や

の
迷ま

よ

ひ
と
い
ふ
と
同
じ
。
易ゑ

き

道ど
う

は

天
地
万
物
の
理
を
こ
め
た
る
物
に
て
、
中
々
凡ぼ

ん

俗ぞ
く

の
理り

会
く
わ
い

し
や
す
き
事
に
あ
ら
ず
。

其
徳と

く

な
け
れ
ば
、
占

う
ら
な

ふ
と
い
へ
ど
も
、
一
つ
も
あ
わ
ぬ
物
な
り
。
易ゑ

き

の
理
を
あ
し

く
心
得
た
る
人
は
か
ろ
く
」
（
15
・
オ
）
お
も
ふ
て
、
俗ぞ

く

に
い
ふ
、
ご
ま
の
が
う
の
穿せ

ん

議ぎ

に
落
る
事
お
ほ
し
。
梅ば

い

花く
わ

心し
ん

易ゑ
き

所
々
の
御み

籤く
じ

等
は
、
み
な
児
女
の
ご
ま
の
が
う

を
引
だ
す
筋
と
見
へ
た
り
。 

 

諭ゆ

伽が

論ろ
ん

一
百

巻
く
わ
ん

に
も
多
く
相さ

う

応を
う

の
二
字
を
解と

き

た
り
。
相さ

う

応を
う

と
い
ふ
事
、
仏
説
に

い
で
ゝ
、
古
き
こ
と
葉
な
り
。
日
本
の
俗ぞ

く

、
分ぶ

ん

際ざ
い

相
応
と
い
へ
り
。
相
応
は
恰か

つ

好か
う

す

る
こ
と
葉
に
て
、
大
小
厚か

う

薄は
く

万ば
ん

端た
ん

に
よ
く
か
な
ふ
た
る
こ
と
葉
な
り
。
儒じ

ゆ

道ど
う

に
こ

れ
を
節せ

つ

と
名
づ
く
。
節
は
ほ
ど
よ
し
と
訓く

ん

じ
て
、
竹
の
ふ
し
の
よ
き
ほ
ど
、
つ
ゝ

に
間
く
ば
り
た
る
心
な
り
。
人
間
」
（
15
・
ウ
）
こ
の
相
応
一
日
も
か
け
て
は
万
事

に
通つ

う

達た
つ

す
る
事
あ
た
は
ず
。
い
か
に
義ぎ

が
結け

っ

構か
う

な
る
道
な
れ
ど
も
、
父
母
へ
義
を

以
て
す
る
時
は
不
相
応
ゆ
へ
、
父
母
に
は
仁じ

ん

道ど
う

の
孝か

う

順
じ
ゆ
ん

を
以
て
つ
か
へ
る
が
父
子

の
間
の
相
応
な
り
。
四
書
六
経
至し

極ご
く

の
書
物
と
い
へ
ど
も
、
火
事
場ば

に
て
見
る
は

よ
き
道
を
不
相
応
に
な
る
事
也
。
人
よ
く
相
応
を
用
ゆ
る
時
は
、
一
生
の
内
あ
や

ま
ち
な
か
る
べ
し
。 

 

日
本
の
唐と

う

土ど

天
竺ぢ

く

よ
り
奇
勝

す

ぐ

れ

た
る
は
、
神
道
あ
る
を
も
つ
て
な
り
。
異ゐ

国こ
く

は
長

上
の
人
ほ
ど
狐こ

狢か
く

な
ど
」
（
16
・
オ
）
い
ひ
て
、
畜ち

く

生
し
や
う

の
皮か

わ

を
上
服ふ

く

と
す
。
日
本

は
神
国
ゆ
へ
、
け
だ
も
の
ゝ
皮
は
火く

わ

事じ

羽は

織お
り

、
或
は
さ
い
ふ
、
又
は
敷
も
の
大
鼓こ

等

に
は
用
ゆ
と
い
へ
ど
も
、
礼れ

い

服ふ
く

に
は
用
ひ
ず
。
異ゐ

国こ
く

に
は
牛う

し

を

料
り
や
う

理り

し
て
大
牢ら

う

の

滋じ

味み

と
て
本
朝
の
七
五
三
よ
り
お
も
し
と
す
。
日
本
に
て
は
牛
を

食
し
よ
く

す
れ
ば
、
神

前
へ
一
百
日
む
か
ふ
事
ふ
か
く
け
が
れ
と
す
。
こ
れ
我わ

が

朝て
う

の
他た

邦ほ
う

に
す
ぐ
れ
た
る

事
か
く
の
ご
と
し
。
世
上
の
学
者
た
る
も
の
、
多
く
は
唐と

う

の
風
を
好
み
、
お
の
れ

は
五
行
を
日
本
に
う
け
な
が
ら
、
書
面
は
唐か

ら

流り
う

な
ど
を
か
き
、
服ふ

く

に
は
深し

ん

衣ゑ

」（
16
・

ウ
）
な
ど
を

着
ち
や
く

す
る
儒じ

ゆ

者し
や

も
あ
り
。
こ
れ
日
本
の
唐と

う

人
と
い
ふ
べ
し
。
書し

よ

筆ひ
つ

の
事
、

唐
流
あ
し
き
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
今
日
書し

よ

状
ぢ
や
う

手て

紙が
み

の
往
来ら

い

用
事
を

弁べ
ん

ず
る
を
以
て
第
一
と
す
。
夫
に
唐
流
を
以
て
、
書
状
を

認
し
た
ゝ

め
た
る
時
は
、
俗ぞ

く

家

よ
む
事
あ
た
は
ず
。
ま
づ
我
生
国
の
和
流
を
能よ

く

書
し
て
用
事
を
た
し
、
其
後
は
唐

流
な
り
と
も
何
成
と
も
、
心
ま
か
せ
に
書
が
書
筆
の

順
じ
ゆ
ん

道ど
う

な
る
べ
し
。 

 

俗
間
に
、
両

り
や
う

雄ゆ
ふ

は

必
か
な
ら

ず

争
あ
ら
そ

ふ
と
い
ふ
事
、
人
こ
と
に
ひ
た
と
い
ふ
こ
と
葉
な

り
。
此
語
、
智
者
の
語
に
あ
ら
ず
。
」
（
17
・
オ
）
も
つ
と
も
文
盲も

う

な
る
筋
よ
り
い

ひ
出
せ
り
。
雄
と
は
英ゑ

い

雄
の
雄
に
し
て
、
智ち

勇ゆ
う

兼け
ん

備び

し
た
る
人
な
ら
で
は
雄
と
ゆ

る
す
事
な
し
。
相あ

い

役や
く

に
も
せ
よ
、
同
役
に
も
せ
よ
、
両
雄
ほ
ど
の
智ち

勇ゆ
う

の
人
が
中

を
わ
ろ
く
し
あ
ら
そ
ふ
な
ど
い
ふ

若
ぢ
や
く

輩は
い

な
る
事
あ
る
べ
き
様
な
し
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、

三
近
子
此
語
を
飜ほ

ん

じ
て
、
両
愚
は
か
な
ら
ず
あ
ら
そ
ふ
と
い
ひ
た
し
と
い
ふ
。 

 

児
戯
笑
談
巻
之
二
」
（
17
・
ウ
） 

（
次
号
に
つ
づ
く
） 

 

謝
辞 

本
稿
の
翻
字
の
再
確
認
を
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
吉
田
宰
氏
に
し
て
頂
い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

 

（
わ
き
や
ま 

ま
い
・
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
） 
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唐
流
あ
し
き
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
今
日
書し

よ

状
ぢ
や
う

手て

紙が
み

の
往
来ら

い

用
事
を

弁べ
ん

ず
る
を
以
て
第
一
と
す
。
夫
に
唐
流
を
以
て
、
書
状
を

認
し
た
ゝ

め
た
る
時
は
、
俗ぞ

く

家

よ
む
事
あ
た
は
ず
。
ま
づ
我
生
国
の
和
流
を
能よ

く

書
し
て
用
事
を
た
し
、
其
後
は
唐

流
な
り
と
も
何
成
と
も
、
心
ま
か
せ
に
書
が
書
筆
の

順
じ
ゆ
ん

道ど
う

な
る
べ
し
。 

 

俗
間
に
、
両

り
や
う

雄ゆ
ふ

は

必
か
な
ら

ず

争
あ
ら
そ

ふ
と
い
ふ
事
、
人
こ
と
に
ひ
た
と
い
ふ
こ
と
葉
な

り
。
此
語
、
智
者
の
語
に
あ
ら
ず
。
」
（
17
・
オ
）
も
つ
と
も
文
盲も

う

な
る
筋
よ
り
い

ひ
出
せ
り
。
雄
と
は
英ゑ

い

雄
の
雄
に
し
て
、
智ち

勇ゆ
う

兼け
ん

備び

し
た
る
人
な
ら
で
は
雄
と
ゆ

る
す
事
な
し
。
相あ

い

役や
く

に
も
せ
よ
、
同
役
に
も
せ
よ
、
両
雄
ほ
ど
の
智ち

勇ゆ
う

の
人
が
中

を
わ
ろ
く
し
あ
ら
そ
ふ
な
ど
い
ふ

若
ぢ
や
く

輩は
い

な
る
事
あ
る
べ
き
様
な
し
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、

三
近
子
此
語
を
飜ほ

ん

じ
て
、
両
愚
は
か
な
ら
ず
あ
ら
そ
ふ
と
い
ひ
た
し
と
い
ふ
。 

 

児
戯
笑
談
巻
之
二
」
（
17
・
ウ
） 

（
次
号
に
つ
づ
く
） 

 

謝
辞 

本
稿
の
翻
字
の
再
確
認
を
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
吉
田
宰
氏
に
し
て
頂
い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

 

（
わ
き
や
ま 

ま
い
・
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
） 

－53－


